
『
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
第
四
十
八
号

二
〇
二
一
年
三
月
刊
　
別
刷

史
料
紹
介

『
看
聞
日
記
』
現
代
語
訳
（
二
一
）

　
薗
部
　
寿
樹



　

本
稿
は
、室
町
時
代
の
皇
族
・
伏
見
宮
貞
成
（
一
三
七
一
〜
一
四
五
六
）
の
日
記
『
看

聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
底
本
は
、
小
森
正
明
氏
代
表
校
訂

『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
二
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。
難
し
い
語

な
ど
に
は
※
の
印
を
付
け
、
そ
の
条
の
末
尾
に
註
を
付
け
た
。
ま
た
、
日
記
原
文
に
は

改
行
が
な
い
が
、
訳
文
は
内
容
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
た
。
な
お
、
敬
語
に
つ
い
て
は

や
や
不
自
然
な
表
現
が
あ
る
が
、
当
時
の
伏
見
宮
貞
成
の
微
妙
な
立
場
を
勘
案
し
た
結

果
で
あ
る
。

○
現
代
語
訳
（
一
）
〜
（
一
八
）　

応
永
二
三
年
〜
二
八
年
（
一
四
一
六
〜
二
一
）『
米

沢
史
学
』
三
〇
〜
三
五
号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
〇
〜
五
五

号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
二
〜
四
七

号
（
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
〇
年
）

○
現
代
語
訳（
一
九
）　

応
永
二
九
年（
一
四
二
二
）一
月
一
日
か
ら
四
月
三
〇
日　
『
米

沢
史
学
』
三
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）

○
現
代
語
訳
（
二
〇
）　

応
永
二
九
年
五
月
一
日
か
ら
八
月
三
〇
日　
『
紀
要
』
五
六
号

（
二
〇
二
〇
年
）

　

本
稿
で
訳
出
し
た
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
応
永
二
九
年
九
月
一
日
か
ら
一
二
月

二
九
日
ま
で
の
分
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、

（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

  

本
稿
に
よ
り
、『
看
聞
日
記
』
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
原
文
に
当
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
望
、
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
は

な
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
示
教
・
ご
叱
正
を
切
に
望
む
。

【
主
要
参
考
文
献
】

横
井
清
『
室
町
時
代
の
一
皇
族
の
生
涯
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出

一
九
七
九
年
）

位
藤
邦
生
『
伏
見
宮
貞
成
の
文
学
』（
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
）

小
森
正
明
代
表
校
訂
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
一
〜
七
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二

〜
二
〇
一
四
年
）

村
井
章
介
「
綾
小
路
信
俊
の
亡
霊
を
み
た
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
表
記
方
寸
考
―
」

（
同
『
中
世
史
料
と
の
対
話
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
三
・ 

二
〇
一
四
年
）

村
井
章
介
「
綾
小
路
信
俊
の
亡
霊
を
み
た
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
表
記
方
寸
考
―
」

（
同
『
中
世
史
料
と
の
対
話
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
三
・ 

二
〇
一
四
年
）

植
田
真
平
・
大
澤
泉
「
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
周
辺
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
比
定
の
再
検

討
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
六
号
、
二
〇
一
四
年
）

松
岡
心
平
編
『
看
聞
日
記
と
中
世
文
化
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）

田
代
博
志
「
山
城
国
伏
見
荘
に
お
け
る
沙
汰
人
層
の
存
在
形
態
と
役
割
」（『
中
近
世
の

領
主
支
配
と
民
間
社
会
』、
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一
四
年
）

松
薗
斉
『
中
世
禁
裏
女
房
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

植
田
真
平
「
伏
見
の
侍
―
『
看
聞
日
記
』
人
名
小
考
―
」（『
書
陵
部
紀
要
』
七
〇
号
、

　『看
聞
日
記
』
現
代
語
訳
（
二
一
）

薗
　
部
　
寿
　
樹

史
料
紹
介

薗部／『看聞日記』現代語訳（二一）
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二
〇
一
九
年
）

（
応
永
二
十
九
年
）
九
月
一
日
、
小
雨
が
降
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
朔
日
の
お
祝
い

を
し
た
。
今
日
は
彼
岸
の
初
日
な
の
で
、
身
を
浄
め
た
。

　
　

御
香
宮
で
は
、
今
夜
、
御
旅
所
に
御
神
輿
を
お
迎
え
す
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
そ

の
御
神
輿
巡
行
を
拝
見
し
に
行
っ
た
。
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
相
撲
は
見
物
し
な

か
っ
た
。
雨
降
り
で
も
い
つ
も
通
り
相
撲
は
あ
っ
た
そ
う
だ
。

伏
見
荘
・
下
三
栖
境
相
論
の
再
燃

四
日
、
晴
。
伏
見
荘
と
下
三
栖
と
の
境
争
い
の
件
で
、
槙
島
の
惣
官
が
仲
裁
に
入
っ
て

く
れ
た
。
蔵
光
庵
主
が
取
り
次
ぎ
役
と
な
っ
て
決
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

と
こ
ろ
が
伏
見
荘
の
村
人
た
ち
が
境
目
の
地
の
草
を
刈
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
三

栖
の
住
人
た
ち
が
怒
っ
て
、
ま
た
立
ち
上
が
っ
た
ら
し
い
。
今
日
か
明
日
に
は
伏

見
荘
へ
大
勢
を
率
い
て
攻
め
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
驚
い
た
話
だ
が
、
伏

見
荘
の
村
人
た
ち
は
応
戦
す
る
準
備
を
し
て
い
る
と
い
う
。
応
戦
の
軍
勢
に
つ
い
て

は
、
禅
啓
た
ち
が
取
り
計
ら
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
所
に
誘
い
を
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

珍
事
で
あ
る
。

丹
波
国
小
河
内
別
納
三
名

　
　

と
こ
ろ
で
庭
田
重
有
朝
臣
が
支
配
し
て
い
る
丹
波
国
小
河
の
内
三
名
方
は
、
以
前

か
ら
四
条
隆
夏
中
将
と
領
地
争
い
に
な
っ
て
い
る
。
裁
判
の
結
果
、
こ
の
領
地
は
と

う
と
う
隆
夏
の
も
の
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
な
土
地
と
は
い
っ
て
も
、
実
効
支

配
し
て
い
る
領
地
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
困
っ
た
こ
と
だ
。

　
　

野
口
五
方
の
う
ち
小
河
は
庭
田
家
が
代
々
相
続
し
て
き
た
領
地
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
近
頃
、
隆
夏
朝
臣
が
支
配
し
て
い
る
の
で
、
何
度
も
幕
府
へ
訴
え
て
い
た
。
そ
れ

で
裁
判
の
結
果
、
別
納
三
名
全
体
が
敵
方
の
隆
夏
に
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
無
茶

苦
茶
な
判
決
で
あ
る
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
庭
田
家
と
し
て
は
、
か
わ
い
そ
う

な
こ
と
だ
。

境
争
い
の
件
で
、
田
向
経
良
が
管
領
と
山
城
国
守
護
へ
善
処
を
申
し
入
れ
る

五
日
、
晴
。
明
け
方
、
田
向
前
参
議
が
京
へ
出
か
け
た
。
田
向
に
、
畠
山
満
家
管
領
と

京
極
高
数
山
城
国
守
護
に
対
し
て
、
伏
見
荘
と
下
三
栖
と
の
境
争
い
に
関
す
る
詳
し

い
事
情
を
説
明
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
夕
方
、
京
都
の
田
向
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

　
　

そ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
田
向
は
ま
ず
侍
所
長
官
を
兼
務
し
て
い
る
京
極
山
城
国
守

護
に
事
情
を
説
明
し
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
急
ぎ
三
栖
に
幕
府
の
使
者
二
人
を
送
っ

て
、
攻
撃
す
る
こ
と
を
止
め
る
よ
う
、
守
護
に
お
願
い
し
た
。
ま
た
畠
山
管
領
に
も
、

管
領
の
家
臣
で
も
あ
る
槙
島
惣
官
支
配
下
の
三
栖
住
人
に
対
し
て
、
伏
見
荘
へ
の
攻

撃
を
や
め
る
よ
う
命
令
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

　
　

い
ず
れ
か
ら
も
暴
力
行
為
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
返
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

そ
れ
で
ま
ず
は
め
で
た
い
と
田
向
に
返
事
し
た
。

　
　

明
日
、
訴
状
や
証
拠
書
類
な
ど
を
幕
府
の
事
務
官
に
お
送
り
下
さ
い
と
も
田
向
は

言
っ
て
き
た
。
田
向
前
参
議
は
今
晩
、
京
都
に
泊
ま
る
そ
う
だ
。

大
風
で
伏
見
宮
家
の
門
が
壊
れ
る

六
日
、
雨
が
降
り
大
風
が
吹
い
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
建
物
が
吹
き
破
ら
れ
た
。
宮
家

御
所
の
門
な
ど
も
風
に
壊
さ
れ
た
。

　
　

朝
早
く
訴
状
な
ど
を
京
都
に
い
る
田
向
前
参
議
宛
て
に
送
っ
た
。
ま
た
山
城
国
守

護
に
渡
す
た
め
の
酒
一
献
分
の
銭
も
送
っ
た
。

五
条
河
原
の
大
施
餓
鬼
会

　
　

さ
て
今
日
、
賀
茂
川
の
五
条
河
原
で
大
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ

の
雨
風
で
延
期
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
去
年
の
飢
饉
や
疫
病
で
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
追
善
供
養
の
施
餓
鬼
を
行
う
た
め
、
寄
付
を
集
め
た
僧
た
ち
が
い
た
と
い

う
。

死
骸
の
骨
で
地
蔵
菩
薩
像
を
造
る

　
　

そ
の
僧
た
ち
は
、
往
来
を
歩
き
回
り
寄
付
を
集
め
て
か
ら
、
結
集
し
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
死
骸
の
骨
を
集
め
て
、
地
蔵
菩
薩
の
像
を
六
体
造
っ
た
。
ま
た
大
き
な
石
塔

を
建
て
た
。
そ
の
地
蔵
像
や
石
塔
を
供
養
す
る
た
め
、
施
餓
鬼
を
行
お
う
と
し
た
そ
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う
だ
。

　
　

こ
れ
ま
で
お
経
を
読
み
、
大
勢
が
集
ま
っ
て
見
物
席
も
作
っ
た
。
室
町
殿
も
ご
見

物
な
さ
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
施
餓
鬼
は
五
山
僧
が
勤
仕
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
ら
し
い
。

下
三
栖
に
対
す
る
侍
所
の
対
応

　
　

夜
に
な
っ
て
田
向
前
参
議
が
帰
っ
て
き
た
。
今
朝
、山
城
国
守
護
の
所
へ
行
っ
た
。

守
護
が
返
答
す
る
こ
と
に
は
、
昨
日
、
三
栖
へ
幕
府
の
使
者
二
人
を
送
っ
て
厳
し
く

出
撃
を
牽
制
し
た
と
こ
ろ
、
村
人
た
ち
は
叛
逆
を
企
て
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
と

言
い
訳
し
た
と
い
う
。
し
か
し
さ
ら
に
厳
し
く
処
罰
す
る
と
脅
か
し
た
と
こ
ろ
、
今

と
な
っ
て
は
乱
暴
を
働
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
と
、
村
人
た
ち
は
返
答
し
た
そ
う

だ
。
田
向
前
参
議
が
一
献
分
の
銭
を
渡
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
守
護
は
固
く
辞
退
し

て
受
け
取
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

管
領
に
対
し
て
は
田
向
の
家
臣
に
訴
状
を
持
っ
て
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、
十
二
日
が

ご
裁
判
の
日
な
の
で
、
そ
の
時
に
訴
状
を
い
た
だ
き
た
い
と
返
答
が
あ
っ
た
そ
う

だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
栖
の
者
た
ち
が
攻
め
寄
せ
て
こ
な
く
な
っ
た
の
で
、
一
安

心
で
あ
る
。

【
頭
書
】（
＝
日
記
の
上
方
の
隙
間
に
書
き
加
え
た
記
事
）
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、

侍
所
の
二
人
の
使
者
が
三
栖
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
村
人
た
ち
は
恐
怖
の
余
り
、
色
を

失
っ
た
そ
う
だ
。
伏
見
荘
で
も
守
備
の
軍
勢
を
諸
方
か
ら
雇
っ
た
の
で
、
村
人
た
ち

の
出
費
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

七
日
、
晴
。
今
日
は
お
彼
岸
の
最
終
日
で
あ
る
。
こ
の
七
日
間
、
身
を
浄
め
て
写
経
を

し
て
、
お
経
を
読
ん
だ
。

比
叡
山
が
五
山
僧
に
よ
る
施
餓
鬼
勤
仕
に
反
対
す
る

　
　

さ
て
賀
茂
川
河
原
の
施
餓
鬼
会
で
あ
る
が
、
勧
進
僧
が
主
催
し
て
五
山
の
僧
衆
が

勤
行
す
る
の
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
と
、
比
叡
山
が
反
対
し
て
い
る
そ
う
だ
。
室
町
殿

も
、
ご
見
物
す
る
と
は
全
く
仰
ら
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

勧
進
僧
と
河
原
者
の
喧
嘩
で
、
勧
進
僧
が
突
き
殺
さ
れ
る

　
　

ま
た
寄
付
を
集
め
た
僧
と
河
原
者
と
が
喧
嘩
し
て
、
僧
が
二
人
突
き
殺
さ
れ
た
と

い
う
。
施
餓
鬼
の
供
物
や
道
具
も
散
々
荒
ら
さ
れ
て
、
河
原
者
た
ち
が
持
ち
去
っ
た

ら
し
い
。
よ
ほ
ど
分
を
越
え
た
行
為
だ
っ
た
の
で
、
天
魔
が
妨
害
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
昨
日
の
大
風
大
雨
で
施
餓
鬼
の
場
も
散
々
な
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　

寄
付
に
よ
っ
て
山
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
も
の
は
、
京
五
山
の
各
寺
院
へ
移
さ
れ

た
。
そ
の
寺
々
で
そ
れ
ぞ
れ
施
餓
鬼
を
行
う
よ
う
に
と
、
将
軍
か
ら
ご
命
令
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
す
べ
て
天
狗
の
妨
害
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
不
思
議
な
こ
と
だ
。

八
日
、
晴
。
御
香
宮
御
旅
所
に
お
参
り
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
森
老
尼
が
田
向
家
に
来
て
、
芳
徳
庵
の
領
地
な
ど
に
つ
い
て
、
室
町
殿

が
領
地
支
配
の
保
証
書
を
書
い
て
下
さ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
去
年
、
行
蔵

庵
の
訴
訟
に
よ
り
、
芳
徳
庵
の
伏
見
荘
内
一
か
所
の
土
地
が
没
収
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
抗
し
て
、将
軍
の
保
証
書
を
申
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。

九
日
、
晴
。「
重
陽
の
節
供
で
佳
い
時
節
だ
。
た
い
へ
ん
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
い

つ
も
の
よ
う
に
御
節
供
の
お
祝
い
を
し
た
。
正
永
が
来
た
。

　
　

例
年
ど
お
り
、
御
香
宮
の
祭
礼
を
田
向
家
へ
行
っ
て
見
物
し
た
。
息
子
・
娘
・
姪

の
鳴
滝
殿
・
松
崖
・
宮
家
の
女
性
た
ち
皆
で
行
っ
た
。
重
有
朝
臣
や
正
永
ら
も
連
れ

て
行
っ
た
。
祭
礼
に
は
い
つ
も
の
よ
う
な
趣
向
が
な
か
っ
た
。
特
に
三
献
の
酒
宴
を

し
た
だ
け
で
宮
家
へ
戻
っ
た
。
今
年
は
忙
し
い
の
で
お
迎
え
で
き
ま
せ
ん
と
数
日
前

に
田
向
家
が
申
し
入
れ
て
き
た
の
で
、
た
だ
一
献
分
の
酒
宴
だ
け
を
用
意
す
る
よ
う

に
命
じ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

山
田
宮
、
梅
若
一
党
の
猿
楽

　
　

夜
、山
田
宮
の
猿
楽
を
見
に
、指
月
庵
へ
行
っ
た
。
見
物
席
で
猿
楽
を
見
た
。
松
崖
・

鳴
滝
殿
・
上
臈
・
宮
家
の
男
ど
も
と
共
に
見
た
。
猿
楽
は
二
番
演
じ
ら
れ
た
。
演
じ

た
の
は
梅
若
の
一
党
だ
そ
う
だ
。

　
　

さ
て
い
つ
も
の
よ
う
に
今
日
か
ら
百
日
間
、
琵
琶
や
和
歌
の
練
習
を
始
め
た
。
正

永
に
も
和
歌
を
百
首
詠
ん
で
進
上
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
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十
日
、
晴
。
獅
子
舞
が
や
っ
て
来
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
褒
美
を
与
え
た
。

法
安
寺
猿
楽

　
　

法
安
寺
へ
行
き
、
猿
楽
を
見
物
し
た
。
息
子
・
鳴
滝
殿
・
松
崖
・
上
臈
・
二
条
殿
・

今
参
・
塔
頭
御
寮
恵
芳
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
正
永
・

寿
蔵
主
・
具
侍
者
・
聖
乗
・
稚
児
の
本
玖
・
梵
祐
ら
を
連
れ
て
行
っ
た
。
田
向
一
族

の
芝
殿
や
山
田
香
雲
庵
真
幸
房
ら
、
大
勢
が
来
た
。

地
侍
一
族
の
法
師
が
見
物
人
に
刃
傷
す
る

　
　

見
物
席
で
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
こ
れ
は
寺
家
が
準
備
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ

る
。
三
番
目
の
猿
楽
の
時
に
騒
動
が
起
こ
っ
て
、
猿
楽
が
中
断
し
た
（
※
）。
伏
見

荘
地
侍
の
一
族
で
あ
る
卿
と
い
う
法
師
が
見
物
人
に
斬
り
付
け
た
そ
う
だ
。
会
場
が

と
て
も
混
乱
し
た
が
、
な
ん
と
か
し
て
事
態
を
鎮
め
た
。
そ
れ
で
ま
た
猿
楽
が
一
番

演
じ
ら
れ
た
。
猿
楽
の
役
者
に
太
刀
一
振
り
を
褒
美
と
し
て
与
え
た
。
猿
楽
四
番
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
帰
っ
た
。
帰
る
時
分
に
な
っ
て
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
急
い
で

戻
っ
た
。
そ
の
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
御
香
宮
で
猿
楽
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

※「
中
断
し
た
」
…
原
文
に
は
「
打
ち
さ
ま
し
お
わ
り
ぬ
」
と
あ
る
。

十
一
日
、
晴
。
正
永
が
帰
っ
て
い
っ
た
。
今
夜
の
権
現
猿
楽
を
お
忍
び
で
見
物
し
た
。

松
崖
・
鳴
滝
殿
・
娘
た
ち
・
東
御
方
・
上
臈
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
ら
朝
臣
・

慶
寿
丸
・
阿
古
丸
・
寿
蔵
主
・
聖
乗
・
稚
児
の
梵
祐
ら
を
連
れ
て
行
っ
た
。
一
献
の

酒
宴
を
禅
啓
が
勧
め
て
く
れ
た
。
猿
楽
四
番
が
終
わ
っ
た
。
猿
楽
の
役
者
に
太
刀
を

与
え
た
。

十
二
日
、
雨
が
降
っ
た
。
田
向
前
参
議
が
京
へ
出
て
い
っ
た
。
三
栖
に
関
す
る
訴
状
な

ど
を
幕
府
の
事
務
官
に
手
渡
し
た
。

　
　

さ
て
島
田
益
直
六
条
庁
官
が
上
皇
御
所
の
職
員
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
れ
で
石
清
水

八
幡
宮
御
参
詣
の
お
供
え
物
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
と
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
と

い
う
。

　
　

一
条
庁
の
資
行
に
御
参
詣
の
事
務
を
と
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
関

係
書
類
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
先
例
が
分
か
り
ま
せ
ん
と
言
っ
て
、
資
行
が
断
っ
た

そ
う
だ
。
そ
れ
で
室
町
殿
の
ご
命
令
に
よ
っ
て
、
益
直
が
こ
の
役
に
任
命
さ
れ
た
と

い
う
。

　
　

長
年
、
宮
家
に
仕
え
て
き
た
者
な
の
で
、
こ
の
事
を
聞
い
て
う
れ
し
か
っ
た
。
め

で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
資
行
は
た
ち
ま
ち
経
済
的
に
苦
し
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
、
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

十
三
日
、
晴
。
今
夜
の
名
月
は
清
く
明
る
い
。
い
つ
も
の
よ
う
に
お
月
見
を
し
た
。
和

歌
の
題
を
出
し
た
。
し
か
し
和
歌
の
披
露
は
で
き
ず
、残
念
で
あ
る
。
長
資
朝
臣
は
、

六
条
殿
に
お
け
る
上
皇
様
の
お
給
仕
役
を
勤
め
に
出
て
い
っ
た
。

十
四
日
、
一
日
中
、
大
雨
だ
っ
た
。
上
皇
様
の
石
清
水
八
幡
宮
御
参
詣
の
際
に
雨
が
降

ら
な
い
よ
う
、
聖
護
院
に
祈
祷
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
聖
護
院
は
祈
祷
す

る
こ
と
を
承
知
し
た
と
い
う
。

十
五
日
、
雨
が
止
ん
だ
。
明
日
の
明
け
方
午
前
三
時
に
室
町
殿
が
石
清
水
八
幡
宮
へ
お

参
り
さ
れ
る
そ
う
だ
。
も
し
遅
参
す
る
者
が
い
れ
ば
、待
た
ず
に
出
発
す
る
と
い
う
。

急
い
で
出
発
す
る
よ
う
に
と
の
ご
命
令
だ
そ
う
だ
。

　
　

上
皇
様
御
参
詣
の
行
列
を
見
物
す
る
こ
と
を
、
宮
家
の
皆
が
期
待
し
て
い
る
の

で
、
秘
か
に
計
画
を
た
て
た
。

承
仕
唯
源
が
死
ぬ

　
　

さ
て
雑
用
法
師
の
唯
源
が
今
夜
死
去
し
た
。
長
年
宮
家
に
仕
え
て
い
る
者
な
の

で
、
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
唯
源
は
養
父
な
の
で
、
明
盛
は
喪
中
で
自
宅
に

籠
も
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

後
小
松
上
皇
の
石
清
水
八
幡
宮
参
詣

十
六
日
、
天
気
は
快
晴
で
あ
る
。
今
日
は
上
皇
様
が
石
清
水
八
幡
宮
へ
お
参
り
す
る
日

で
あ
る
。
午
前
五
時
、
輿
に
乗
っ
て
見
物
に
出
か
け
た
。
用
健
・
松
崖
・
田
向
前
参

議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
・
具
侍
者
・
聖
乗
・
稚
児
の
梵
祐

ら
を
連
れ
て
行
っ
た
。
お
供
の
者
た
ち
は
徒
歩
で
あ
る
。
鳥
羽
で
見
物
し
た
。

　
　

明
る
く
な
っ
て
か
ら
日
が
出
る
前
に
、
室
町
殿
は
先
に
お
宮
へ
向
か
っ
た
。
行
列

の
先
頭
は
番
頭
が
十
余
人
、
次
に
四
方
輿
。
こ
れ
は
灰
色
の
狩
衣
を
着
た
者
た
ち
が
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舁
い
で
い
る
。
次
に
殿
上
人
二
人
、
木
造
持
康
中
将
と
冷
泉
永
豊
侍
従
で
あ
る
。
次

に
武
家
の
者
四
〜
五
騎
な
ど
で
あ
る
。
特
に
着
飾
っ
て
い
る
様
子
は
な
い
。

　
　

そ
の
後
、
日
が
出
て
か
ら
上
皇
様
の
御
輿
が
通
り
過
ぎ
た
。
上
皇
様
は
午
前
五
時

に
出
発
な
さ
っ
た
そ
う
だ
。
御
輿
の
前
、
先
頭
を
殿
上
人
十
三
人
、
次
に
各
々
灰

色
の
狩
衣
に
紅
の
衣
を
重
ね
着
し
た
公
卿
十
一
人
で
あ
る
。
そ
の
次
に
院
庁
の
下
級

職
員
・
北
面
の
武
士
・
近
衛
府
の
護
衛
官
。
そ
し
て
上
皇
様
の
御
輿
。
御
輿
を
舁
ぐ

御
力
者
法
師
は
、
所
々
の
門
跡
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
だ
と
い
う
。
上
皇
様
は
灰
色
の

御
狩
衣
を
お
召
し
だ
っ
た
。
そ
の
後
ろ
に
花
山
院
持
忠
参
議
兼
中
将
が
騎
乗
し
て
い

る
。
次
に
上
北
面
の
武
士
二
人
、
上
位
の
護
衛
官
二
人
も
騎
乗
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
の
者
た
ち
は
徒
歩
で
あ
る
が
、
長
距
離
な
の
で
馬
に
乗
っ
た
り
も
し
て
い
る
よ
う

だ
。
お
供
の
人
々
は
特
に
着
飾
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
れ
い
な
行
列
で
あ

っ
た
。

お
供
の
人
々

　
　

公
卿

　

室
町
殿
前
内
大
臣
は
御
簾
役
、
広
橋
兼
宣
大
納
言
、
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
、
洞

院
満
季
大
納
言
、
正
親
町
実
秀
権
大
納
言
、
院
執
権
の
日
野
有
光
大
納
言
、
烏
丸
豊

光
中
納
言
、
裏
松
義
資
新
中
納
言
、
勧
修
寺
経
興
中
納
言
、
柳
原
行
光
新
中
納
言
、

日
野
西
盛
光
参
議
兼
大
弁
は
御
沓
役
、
花
山
院
持
忠
参
議
兼
中
将
は
御
太
刀
持
ち
役

　
　

殿
上
人

　

松
木
宗
継
蔵
人
頭
兼
中
将
、
葉
室
宗
豊
蔵
人
頭
兼
右
大
弁
、
山
科
教
豊
内
蔵
頭
、
白

川
雅
兼
神
祇
伯
兼
中
将
、
飛
鳥
井
雅
永
中
将
、
西
洞
院
時
基
朝
臣
、
世
尊
寺
行
豊
侍

従
、
園
基
世
少
将
、
冷
泉
為
之
中
将
、
事
務
取
扱
役
の
広
橋
宣
光
右
中
弁
、
一
条
公

知
少
将
、
勧
修
寺
経
直
権
右
少
弁
、
鷲
尾
隆
遠
侍
従

　
　

四
位
・
五
位
の
北
面
の
武
士

　

仲
則
、
懐
俊

　
　

六
位
の
北
面
の
武
士

　

家
国
、
源
康
基
、
同
康
久
、
藤
原
定
衡
、
同
久
国
、
源
康
行

　
　

近
衛
府
の
護
衛
官

　

泰
久
武
、
同
兼
勝
、
同
延
有
、
同
久
忠
、
同
久
倫
、
同
兼
為
、
同
吉
久
、
下
毛
野
武

忠

　
　

上
皇
御
所
御
庭
雑
用
役

　

幸
末
佐
、
竜
夜
叉
、
菊
千
代
、
光
若
、
幸
代
、
千
代
松
、
光
鶴
、
菊
松

　
　

上
皇
様
守
護
の
陰
陽
師

　

土
御
門
有
盛
朝
臣

　
　

西
園
寺
実
永
前
右
大
臣
も
お
宮
で
合
流
す
る
。
八
幡
宮
で
行
う
役
に
着
く
そ
う

だ
。
山
上
に
上
皇
様
の
御
宿
と
な
る
黒
木
御
所
（
※
）
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
八
幡
宮
長
官
で
あ
る
田
中
融
清
が
一
献
の
お
酒
を
進
上
す
る
。
御
引
き
出
物
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
重
宝
を
上
皇
様
に
献
上
す
る
。
山
下
の
御
宿
は
極
楽
寺
で
あ
る
。
こ

の
極
楽
寺
で
室
町
殿
が
一
献
の
酒
宴
を
準
備
し
て
い
る
。
酒
宴
の
事
務
担
当
者
は
裏

松
新
中
納
言
で
あ
る
。
室
町
殿
は
御
引
き
出
物
と
し
て
御
服
十
重
・
お
盆
・
香
箱
・

食
籠
（
※
）・
御
太
刀
を
進
上
す
る
そ
う
だ
。
広
橋
大
納
言
は
急
病
に
な
っ
た
の
で
、

お
帰
り
の
行
列
に
は
お
供
し
な
い
と
い
う
。

　
　

ま
た
御
帰
り
の
行
列
を
宮
家
の
女
性
ら
が
見
物
す
る
そ
う
だ
。
鳴
滝
殿
・
東
御
方
・

廊
御
方
・
上
臈
・
二
条
殿
・
塔
頭
御
寮
恵
芳
・
山
田
香
雲
庵
真
幸
房
・
重
有
朝
臣
・

長
資
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
・
梵
祐
・
二
人
の
女
官
ら
が
見
物
し
た
。
日
の
入
り

時
分
に
鳥
羽
を
通
り
過
ぎ
ら
れ
た
そ
う
だ
。
室
町
殿
に
は
畠
山
満
家
管
領
以
下
諸
大

名
が
大
勢
お
供
し
た
。
そ
の
行
列
は
、
今
朝
か
ら
一
番
の
見
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
。

管
領
の
家
臣
が
遺
恨
か
ら
殺
し
合
う

　
　

と
こ
ろ
で
八
幡
宮
に
詰
め
て
い
る
管
領
の
手
下
で
あ
る
河
内
国
の
住
人
が
、
別
の

同
国
住
人
二
人
と
か
ね
て
か
ら
互
い
に
恨
み
を
抱
い
て
い
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
昨

日
、
遊
佐
宿
（
※
）
で
こ
の
二
人
が
刺
し
殺
し
合
っ
て
、
二
人
と
も
死
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
手
助
け
に
入
っ
た
も
う
一
人
も
同
じ
く
刺
し
殺
さ
れ
て
い
た
。
か
れ
こ
れ
三
人

が
死
ぬ
騒
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
外
の
者
は
無
事
で
平
穏
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

今
夜
、
即
成
院
の
念
仏
会
に
参
列
し
た
。
鳴
滝
殿
や
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
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も
い
つ
も
の
よ
う
に
参
列
し
た
。

【
頭
書
】
石
清
水
八
幡
宮
社
頭
で
の
儀
式
に
つ
い
て
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
の
で
、
記

さ
な
か
っ
た
。
き
っ
と
立
派
な
儀
式
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

※
黒
木
御
所
（
く
ろ
き
ご
し
ょ
）
…
皮
を
削
っ
て
い
な
い
材
木
（
黒
木
）
で
造
ら
れ
た

天
皇
や
上
皇
の
御
所
。

※
食
籠
（
じ
き
ろ
う
）
…
漆
塗
り
で
蓋
付
き
の
食
器
。

※
遊
佐
宿
…
未
詳
。

栗
打
ち

十
七
日
、
雨
が
降
っ
た
。
暇
だ
っ
た
の
で
、
栗
打
ち
を
し
て
宮
家
の
男
ど
も
と
遊
ん
だ
。

芳
徳
庵
へ
領
地
を
返
せ
と
い
う
命
令
書
が
届
く

　
　

さ
て
芳
徳
庵
が
訴
え
て
い
る
領
地
の
こ
と
で
あ
る
が
、
芳
徳
庵
へ
領
地
を
返
し
な

さ
い
と
い
う
幕
府
の
命
令
書
が
今
日
届
い
た
。
そ
れ
で
、
以
前
の
裁
判
で
行
蔵
庵
へ

与
え
た
関
係
書
類
も
芳
徳
庵
へ
返
す
と
返
答
し
た
。

足
利
義
持
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
て
称
光
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
る

十
八
日
、
晴
。
室
町
殿
が
天
皇
陛
下
の
病
気
平
癒
の
お
祈
り
を
す
る
た
め
に
、
今
日
伊

勢
神
宮
に
向
か
っ
た
。
上
皇
様
の
代
わ
り
に
お
参
り
す
る
そ
う
だ
。

　
　

上
皇
様
へ
、
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
参
拝
が
無
事
終
わ
っ
た
こ
と
を
お
祝
い
す
る
手

紙
を
差
し
上
げ
た
。
お
返
事
は
冷
泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て
下
さ
っ
た
。

　
　

仁
和
寺
御
室
永
助
法
親
王
と
妙
法
院
主
尭
仁
法
親
王
が
仙
洞
御
所
へ
お
祝
い
に

来
て
、
一
献
の
お
酒
を
持
参
な
さ
っ
た
そ
う
だ
。

野
遊
び
で
イ
グ
チ
を
取
る

十
九
日
、
晴
。
野
遊
び
に
出
か
け
て
キ
ノ
コ
の
イ
グ
チ
を
取
っ
た
。
田
向
前
参
議
・
重

有
・
長
資
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
梵
祐
を
連
れ
て
行
っ
た
。

禅
照
庵
で
蔭
蔵
主
松
崖
と
酒
を
飲
む

　
　

帰
り
が
け
、
禅
照
庵
に
立
ち
寄
っ
た
。
こ
こ
に
松
崖
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
小

さ
な
酒
樽
を
持
参
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
イ
グ
チ
を
味
わ
っ
た
。
禅
照
庵
主
が
さ
ら

に
酒
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
に
は
寿
蔵
主
や
善
基
ら
も
来
て
い
た
。
夜
に
な

っ
て
帰
っ
た
。

小
松
掘
り

二
十
一
日
、
晴
。
伏
見
荘
東
山
に
出
て
、
小
松
を
掘
っ
た
。
田
向
前
参
議
・
長
資
朝 

臣
・
慶
寿
丸
を
連
れ
て
行
っ
た
。
小
松
を
四
〜
五
本
掘
り
取
っ
た
。
帰
っ
て
、
宮
家

御
所
東
の
庭
に
植
え
た
。

　
　

廊
御
方
の
部
屋
で
酒
を
飲
ん
だ
。
禅
啓
が
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
先
日
の
三
栖
の

騒
動
が
解
決
し
て
め
で
た
い
の
で
、
村
人
た
ち
が
祝
い
酒
を
献
上
し
て
き
た
の
で
あ

る
。

広
橋
兼
宣
は
な
か
ば
中
風
ら
し
い

　
　

京
に
出
て
い
た
重
有
朝
臣
が
帰
っ
て
き
て
、
世
間
話
を
語
っ
て
く
れ
た
。
広
橋
兼

宣
大
納
言
は
八
幡
宮
で
発
病
し
た
が
、
い
ま
だ
治
ら
な
い
そ
う
だ
。
半
ば
中

ち
ゅ
う

風ふ
う

の
よ

う
な
容
体
ら
し
い
。

二
十
二
日
、
晴
。
豊
原
郷
秋
が
来
た
の
で
、
音
楽
会
を
し
た
。
採
桑
老
・
蘇
合
三
帖
・

蘇
合
三
帖
破
急
・
万
秋
楽
破
・
白
柱
・
輪
台
・
青
海
波
・
千
秋
楽
な
ど
を
演
奏
し
た
。

松
茸
の
初
物

　
　

松
茸
の
初
物
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
、
味
わ
っ
た
。

二
十
三
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
夕
方
、
雨
が
降
っ
た
。
ま
た
山
に
行
き
、
小
松
を
掘
っ 

た
。
田
向
前
参
議
と
重
有
朝
臣
を
連
れ
て
行
っ
た
。
帰
っ
て
、
東
の
庭
に
小
松
を
植

え
た
。

陰
陽
師
の
賀
茂
在
方

　
　

さ
て
私
が
留
守
の
間
、
陰
陽
師
の
賀
茂
在
方
朝
臣
が
来
た
そ
う
だ
。
私
が
留
守
だ

と
言
っ
た
ら
、
廊
御
方
が
対
面
し
て
、
少
し
酒
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
。
賀
茂
在
方
は

は
じ
め
て
来
た
の
で
、
私
は
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
残
念
だ
。

　
　

賀
茂
在
方
は
そ
の
後
、
こ
の
付
近
を
遊
覧
し
て
い
っ
た
そ
う
だ
。
子
息
の
在
貞
ら

大
勢
を
連
れ
て
寺
庵
な
ど
を
巡
り
歩
い
た
ら
し
い
。

二
十
四
日
、
晴
。
こ
ち
ら
か
ら
希
望
し
て
大
光
明
寺
の
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
夜

に
松
崖
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
酒
宴
を
開
い
た
。
先
日
、
禅
照
庵
に
来
て
く
れ
た
お
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礼
だ
と
い
う
。

栗
打
ち
で
遊
ぶ

　
　

今
日
も
栗
打
ち
で
遊
ん
だ
。
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
、
そ
れ
に
寿
蔵
主
も
一

緒
に
遊
ん
だ
。

琵
琶
の
名
器
「
虎
」
と
「
卯
の
花
」
を
修
理
す
る

二
十
七
日
、
晴
。
琵
琶
の
虎
と
卯
の
花
が
少
し
壊
れ
た
の
で
、
修
理
を
し
た
。
琵
琶
専

門
の
細
工
師
が
こ
の
辺
り
に
は
い
な
い
の
で
、
琵
琶
に
つ
い
て
は
素
人
の
細
工
師
に

依
頼
し
た
。

門
な
ど
を
修
理
す
る
た
め
、
伏
見
荘
に
臨
時
段
銭
を
課
税
す
る

二
十
九
日
、晴
。
先
日
の
大
風
で
門
な
ど
が
吹
き
破
ら
れ
た
。
そ
れ
を
修
理
す
る
た
め
、

伏
見
荘
に
臨
時
の
段
銭
（
※
）
を
課
税
す
る
こ
と
を
村
人
た
ち
に
伝
え
る
よ
う
、
事

務
担
当
者
に
命
じ
た
。

※
段
銭
（
た
ん
せ
ん
）
…
土
地
の
面
積
ご
と
に
課
す
る
租
税
。

三
十
日
、
晴
。
段
銭
は
五
ヶ
加
納
に
も
課
税
す
る
こ
と
に
し
た
。
領
地
の
管
理
者
で
あ

る
綾
小
路
信
俊
前
参
議
や
冷
泉
永
基
朝
臣
も
皆
、
課
税
に
同
意
し
た
。

綾
小
路
家
の
女
性
が
み
た
夢

　
　

と
こ
ろ
で
、綾
小
路
前
参
議
が
書
状
を
送
っ
て
き
た
。
綾
小
路
の
娘
で
あ
ろ
う
か
、

家
の
女
性
が
去
る
二
十
一
日
の
明
け
方
に
見
た
夢
を
、
一
枚
の
紙
に
書
い
て
知
ら
せ

て
き
た
。
私
が
今
出
川
家
に
寄
宿
し
て
い
た
時
、
同
家
の
敷
地
内
に
あ
る
小
さ
な
神

社
に
願
い
事
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
願
い
が
ま
だ
果
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
伏
見
殿
へ
急
い
で
申
し
入
れ
な
さ
い
と
い
う
内
容
の
夢
だ
っ
た
そ
う
だ
。

か
つ
て
貞
成
が
小
さ
な
社
に
祈
願
し
た
こ
と
は
実
際
に
あ
っ
た

　
　

こ
の
祈
願
の
内
容
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
ま
っ
た
く
思
い
出
せ
な
い
。
し
か
し
私

が
そ
の
神
様
に
願
い
事
を
し
た
と
い
う
の
は
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
私
の

出
処
進
退
が
困
難
な
局
面
に
あ
っ
た
時
に
、
願
い
事
を
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
詳
し

い
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
の
進
退
が
き
わ
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。
不
思
議
な
夢
だ
。

神
慮
は
恐
る
べ
し

　
　

そ
の
時
の
願
い
は
既
に
果
た
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
と
急
い
で
返
事
を
し
た
。
不
思

議
な
夢
見
だ
が
、
神
様
の
思
し
召
し
と
い
う
も
の
は
恐
ろ
し
い
限
り
で
あ
る
。

帝
釈
天
が
動
い
て
地
震
が
起
き
た

孟
冬
（
十
月
）
朔
、
空
は
晴
れ
て
い
る
。「
め
で
た
い
兆
し
が
あ
り
、
と
て
も
幸
せ
だ
」

と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。
今
夜
の
午
前
一
時
に

地
震
が
あ
っ
た
。
帝
釈
天
が
動
い
た
よ
う
だ
。

遊
山
の
月
見
岡
で
イ
グ
チ
を
採
る

　
　

夕
方
、
遊
山
に
出
か
け
た
。
姪
の
鳴
滝
殿
・
私
の
娘
・
上
臈
・
二
条
殿
・
今
参
・

重
有
朝
臣
・
慶
寿
丸
も
一
緒
だ
っ
た
。
月
見
岡
で
イ
グ
チ
茸
を
採
っ
た
。

三
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
亥
子
餅
を
食
べ
た
。

四
日
、
雨
が
降
っ
た
。
鳴
滝
殿
が
お
寺
に
帰
っ
た
。
御
引
き
出
物
と
し
て
練
貫
の
反
物

一
つ
と
お
土
産
の
酒
樽
な
ど
を
進
上
し
た
。

　
　

大
光
明
寺
蔵
光
庵
が
松
茸
を
進
上
し
て
き
た
。
す
ぐ
に
味
わ
っ
た
。

伏
見
荘
の
地
侍
た
ち
一
同
が
段
銭
賦
課
に
異
議
を
申
し
立
て
る

十
一
日
、
晴
。
御
所
の
修
理
は
来
た
る
十
六
日
と
決
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
伏
見
荘
に

段
銭
を
か
け
る
の
を
止
め
て
ほ
し
い
と
地
侍
た
ち
一
同
が
歎
願
に
来
た
。
幕
府
か

ら
賦
課
さ
れ
る
の
は
し
か
た
が
な
い
が
、
荘
園
領
主
の
領
家
か
ら
賦
課
さ
れ
る
の
は

ほ
と
ん
ど
先
例
が
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
段
銭
を
負
担
す
る
の
は
難
し
い
と
い
う

の
だ
。
既
に
決
ま
っ
た
後
に
異
議
を
申
し
立
て
る
の
は
失
礼
の
至
り
で
よ
ろ
し
く
な

い
。
そ
れ
で
、
厳
し
く
重
ね
て
段
銭
を
負
担
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

田
向
長
資
の
妻
が
男
子
を
出
産
す
る

　
　

長
資
朝
臣
の
妻
が
今
日
、
出
産
し
た
。
安
産
だ
っ
た
そ
う
だ
。
生
ま
れ
た
の
は
男

の
子
だ
と
い
う
。
田
向
家
で
は
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

十
四
日
、
晴
。
大
光
明
寺
の
風
呂
に
入
っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
光
台
寺
の
風
呂
は
壊
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
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段
銭
賦
課
の
件
で
地
侍
た
ち
が
伏
見
荘
政
所
小
川
禅
啓
を
糾
弾
す
る

十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
亥
子
な
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
亥
子
餅
を
食
べ
た
。
深
夜

に
な
っ
て
、
田
向
経
良
前
参
議
と
政
所
役
の
小
川
禅
啓
が
来
た
。
段
銭
の
賦
課
を
め

ぐ
っ
て
、
伏
見
荘
の
地
侍
四
〜
五
人
が
禅
啓
を
糾
弾
し
に
来
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
禅

啓
は
と
て
も
驚
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
夜
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
っ
て
来
た
と

い
う
。

伏
見
荘
村
人
全
員
が
段
銭
に
反
対
し
て
い
る

　
　

段
銭
の
賦
課
に
は
伏
見
荘
村
人
全
員
が
納
得
し
て
い
な
い
。
そ
れ
な
の
に
禅
啓
が

軽
率
に
も
領
主
か
ら
の
命
令
に
応
じ
た
の
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う
。
こ
れ
以
上
詳

し
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
記
す
に
は
及
ば
な
い
。

貞
成
、
禅
啓
糾
弾
の
首
謀
者
を
調
べ
る
よ
う
命
じ
る

十
六
日
、
晴
。
村
人
た
ち
が
禅
啓
を
糾
弾
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
、
誰
が
そ
の

よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
、伏
見
荘
の
事
務
取
扱
者
に
調
査
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
　

今
日
、
冷
泉
正
永
が
和
歌
百
首
を
詠
ん
で
懐
紙
に
書
い
て
送
っ
て
き
た
。
早
速
の

詠
進
で
、
神
妙
な
こ
と
だ
。

禅
啓
糾
弾
の
首
謀
者
で
あ
る
芝
俊
阿
と
国
有
を
処
分
す
る

十
七
日
、
晴
。
禅
啓
糾
弾
の
首
謀
者
を
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
芝
俊
阿
と
国
有
ら
が
主

導
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
俊
阿
は
譴
責
処
分
に
し
た
。
国
有
は
宮
家
へ
の
出
仕

停
止
を
命
じ
た
。
こ
れ
以
上
詳
し
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
十
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
京
に
出
か
け
た
。
こ
れ
は
、
三
栖
と
の
境
界
争
い
で
、

将
軍
が
担
当
事
務
官
を
別
人
に
交
替
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
。
新
た
な
担
当
の
事
務
官

を
松
田
主
計
允
に
す
る
と
の
ご
命
令
が
で
た
の
で
、
松
田
に
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。

　
　

妻
の
二
条
殿
は
、
北
野
天
満
宮
の
お
経
供
養
に
参
列
す
る
た
め
出
か
け
た
。

二
十
一
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
帰
っ
て
き
た
。
松
田
と
会
っ
て
詳
し
く
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
き
た
。
訴
訟
書
類
の
原
本
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
を
将
軍
に
お
見
せ
し
ま

す
と
松
田
は
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

  　

伏
見
荘
に
段
銭
を
賦
課
し
た
こ
と
に
対
し
て
地
侍
た
ち
が
異
議
を
申
し
立
て
て
い

る
の
は
、
よ
く
な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
で
、
重
ね
て
命
令
書
を
出
し
て
村
人
た
ち
へ
厳

し
く
命
じ
る
よ
う
、
事
務
担
当
者
に
指
示
し
た
。

今
年
は
土
倉
役
で
済
ま
す
よ
う
、
地
侍
た
ち
一
同
が
提
案
す
る

二
十
二
日
、
晴
。
今
年
、
段
銭
を
賦
課
す
れ
ば
、
伏
見
荘
は
荒
廃
す
る
の
で
、
来
年
な

ら
必
ず
負
担
す
る
の
で
繰
り
延
べ
て
ほ
し
い
と
、
村
人
た
ち
か
ら
申
し
入
れ
が
あ
っ

た
。
今
年
は
と
り
あ
え
ず
荘
内
の
二
つ
の
土
倉
に
土
倉
役
を
懸
け
て
し
の
い
で
く
だ

さ
い
と
、
地
侍
た
ち
が
全
員
で
言
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
二
つ
の
土
倉
に
命
令
す

る
よ
う
、
事
務
担
当
者
に
指
令
し
た
。

若
狭
国
松
永
荘
・
近
江
国
塩
津
荘
・
今
西
荘
へ
段
銭
を
課
す

二
十
三
日
、
晴
。
祐
誉
僧
都
が
来
た
。
若
狭
国
松
永
荘
と
近
江
国
塩
津
・
今
西
両
荘
へ

の
段
銭
賦
課
を
命
じ
た
。
祐
誉
僧
都
は
現
地
へ
急
ぎ
命
令
し
ま
す
と
言
っ
た
。
少
し

酒
を
飲
ん
だ
後
、
祐
誉
は
す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
。

備
中
国
大
島
保
な
ど
諸
々
の
領
地
に
段
銭
を
課
す

　
　

備
中
国
大
島
保
に
も
段
銭
（
※
）
を
賦
課
す
る
よ
う
、
町
経
時
朝
臣
に
命
じ
た
。

し
か
し
先
例
が
な
い
と
現
地
の
代
官
が
命
令
に
従
わ
な
い
そ
う
だ
。

　
　

私
が
支
配
し
て
い
る
、
あ
ち
こ
ち
の
領
地
に
段
銭
（
※
）
を
課
し
た
。
御
所
の
修

理
、
そ
れ
に
十
一
月
の
父
・
大
通
院
の
御
七
回
忌
で
あ
れ
や
こ
れ
や
出
費
が
重
な
っ

て
い
る
の
で
、
経
費
の
確
保
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
い
ず
れ
も
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
臨
時
課

税
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
。

二
十
四
日
、
晴
。
朝
早
く
明
元
が
来
た
。
明
後
日
、
惣
得
庵
へ
お
出
で
下
さ
い
と
庵
主

が
招
待
し
て
い
る
と
い
う
。
特
に
支
障
が
無
い
の
で
参
り
ま
す
と
返
事
し
た
。
前
庵

主
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ま
だ
数
日
も
経
っ
て
い
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
新
庵
主
の

お
披
露
目
会
（
※
）
に
招
待
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

※「
新
庵
主
の
お
披
露
目
会
」
…
原
文
で
は
「
坊
主
開
き
」
と
あ
る
。
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惣
得
庵
坊
主
開
き

二
十
六
日
、
晴
。
惣
得
庵
へ
、
息
子
・
東
御
方
・
廊
御
方
・
二
条
殿
を
連
れ
て
行
っ
た
。

田
向
経
良
の
妻
子
で
あ
る
芝
殿
と
あ
や
も
同
じ
く
来
て
い
た
。
あ
や
は
、
去
年
か
ら

崇
賢
門
院
藤
原
仲
子
殿
に
仕
え
て
い
る
。
そ
れ
で
昨
日
、
院
家
か
ら
田
向
家
へ
初
め

て
戻
っ
て
き
た
そ
う
だ
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
寿
蔵
主
・
具
侍

者
・
正
信
ら
も
来
た
。
庵
主
は
丁
寧
に
一
献
の
酒
宴
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
数
杯
の

盃
を
傾
け
、
終
日
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
た
。
夕
方
、
宮
家
へ
帰
っ
た
。

二
十
七
日
、
晴
。
来
年
に
段
銭
の
納
付
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
伏
見
荘
の
村
人
た
ち

が
承
諾
し
た
の
で
、
二
人
の
土
倉
が
宮
家
の
御
用
に
応
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
御
修

理
の
目
途
が
立
っ
て
、
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
宮
家
修

理
の
事
務
担
当
を
寿
蔵
主
に
命
じ
た
。

　
　

亥
子
の
日
な
の
で
、
い
つ
も
通
り
今
夜
は
亥
子
餅
を
食
べ
た
。

二
十
八
日
、
晴
。
廊
御
方
の
部
屋
で
酒
を
飲
ん
だ
。
田
向
前
参
議
と
寿
蔵
主
も
一
緒
に

飲
ん
だ
。
今
回
の
政
所
役
糾
弾
の
一
件
が
解
決
し
た
の
で
、
小
川
禅
啓
が
こ
の
酒
宴

を
用
意
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

二
十
九
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
京
へ
出
か
け
た
。
今
晩
は
京
都
に
泊
ま
り
ま
す
と
手

紙
を
送
っ
て
き
た
。
三
木
の
件
に
つ
い
て
侍
所
か
ら
話
が
あ
る
と
い
う
。
明
日
帰

っ
て
か
ら
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
、
心
配
だ
。

三
十
日
、
晴
。
夜
に
田
向
前
参
議
が
帰
っ
て
き
た
が
、
疲
れ
た
の
で
宮
家
に
は
来
ら
れ

な
い
そ
う
だ
。
三
木
の
こ
と
は
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
話
ら
し
い
。
詳
し
い
こ
と
は

ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。
と
て
も
心
配
だ
。

閏
十
月
一
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。
今
日
は
吉
日
な
の

で
、
御
所
の
修
理
を
開
始
し
た
。
寿
蔵
主
が
御
所
修
理
の
事
務
担
当
者
で
あ
る
。

三
木
善
理
が
田
向
経
良
と
小
川
禅
啓
を
侍
所
に
訴
え
た

　
　

さ
て
田
向
前
参
議
が
言
う
こ
と
に
は
、
先
年
の
盗
人
の
件
で
、
三
木
善
理
は
鬱
憤

を
抱
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
た
め
、
田
向
前
参
議
と
小
川
禅
啓
を

処
罰
し
て
も
ら
う
よ
う
、
侍
所
に
訴
状
を
提
出
し
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
将
軍

の
仰
せ
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
。

　
　

た
だ
し
こ
れ
に
関
す
る
将
軍
の
命
令
書
は
な
い
。
た
だ
畠
山
管
領
の
使
者
が
こ
の

訴
状
を
侍
所
に
提
出
し
た
そ
う
だ
。
ど
う
も
こ
れ
は
偽
り
の
悪
巧
み
の
よ
う
だ
。
と

て
も
怪
し
い
。
既
に
四
〜
五
年
も
前
の
事
を
蒸
し
返
し
て
訴
訟
を
す
る
な
ど
、
馬
鹿

ら
し
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。
訴
状
の
内
容
も
田
向
と
小
川
を
い
ろ
い
ろ
と
訴
え
て
い

る
も
の
な
の
だ
が
、
文
章
が
お
か
し
い
。
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
。

二
日
、
晴
。
昨
日
と
同
様
、
修
理
が
続
い
て
い
る
。
大
工
の
源
内
次
郎
と
番
匠
二
人
の

合
計
三
人
で
修
理
を
し
て
い
る
。

三
木
の
訴
訟
は
中
央
の
儀

　
　

田
向
前
参
議
が
京
都
に
出
か
け
た
。
三
木
の
訴
訟
の
件
を
内
々
に
室
町
殿
へ
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
ご
存
じ
な
い
そ
う
だ
。
三
木
が
誰
か
幕
府
関
係
者
と
密
談
し
て
勝
手
に

言
い
出
し
た
（
※
）
悪
巧
み
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
ら
な
い
話
だ
。

※「
誰
か
幕
府
関
係
者
と
密
談
し
て
勝
手
に
言
い
出
し
た
」
…
原
文
で
は
「
中
央
の
儀
」

と
あ
る
。

三
日
、
晴
。
今
日
も
修
理
工
事
が
同
じ
く
続
い
て
い
る
。

四
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
夜
に
雨
が
降
っ
た
。
今
日
も
修
理
工
事
が
同
じ
く
続
い
て
い

る
。
少
し
酒
を
飲
ん
だ
。

五
日
、
晴
。
今
日
も
修
理
工
事
が
同
じ
く
続
い
て
い
る
。

六
日
、
晴
。
今
日
も
大
工
に
よ
る
修
理
が
同
じ
く
続
い
て
い
る
。

播
磨
国
国
衙
領
に
段
銭
を
課
す

七
日
、
寒
い
嵐
が
吹
き
、
初
雪
が
降
っ
た
。
修
理
は
同
じ
く
続
い
て
い
る
。

　
　

さ
て
来
月
は
父
・
大
通
院
の
御
七
回
忌
の
御
仏
事
な
の
で
、
そ
の
準
備
で
忙
し
い
。

播
磨
国
国
衙
領
（
※
）
に
段
銭
（
※
）
を
賦
課
す
る
よ
う
、
年
貢
納
入
を
請
け
負
っ

て
い
る
播
磨
国
守
護
に
命
じ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
室
町
殿
の
了
解
を
も
ら
う
よ

う
、
勧
修
寺
経
興
中
納
言
へ
手
紙
を
送
っ
た
。

　
　

先
日
、
こ
の
件
を
勧
修
寺
と
相
談
し
た
折
、「
お
手
紙
を
私
に
下
さ
れ
ば
、
室
町
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殿
へ
お
話
を
通
し
て
お
き
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、手
紙
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
御
仏
事
を
す
る
際
に
、
諸
々
の
領
地
に
段
銭
（
※
）
を
課
す
こ
と
は
、

昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
先
例
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
手
紙
に
書
い
た
。

※
国
衙
領
（
こ
く
が
り
ょ
う
）
…
各
国
の
国
府
の
所
領
。
公
領
と
も
い
う
。
室
町
時
代

の
国
衙
領
は
、
既
に
国
府
が
衰
退
し
て
い
る
の
で
、
荘
園
と
同
じ
よ
う
な
私
領
に
な

っ
て
い
る
。
播
磨
国
（
兵
庫
県
）
の
国
衙
領
は
、
伏
見
宮
家
の
領
地
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。

八
日
、
今
日
も
修
理
が
続
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
足
の
股
が
痛
む
。
も
し
か
し
た
ら

脚
気
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
。

御
所
の
修
理
が
終
わ
る

九
日
、
晴
。
修
理
は
今
日
で
終
わ
っ
た
。
東
南
の
塀
・
細
い
廊
下
（
※
）・
門
・
土
塀

の
屋
根
な
ど
に
修
理
を
加
え
た
。
寿
蔵
主
が
こ
の
修
理
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ

て
く
れ
た
。
無
事
や
り
遂
げ
て
く
れ
て
、
神
妙
で
あ
る
。
綾
小
路
信
俊
前
参
議
や
田

向
経
良
三
位
に
事
務
を
と
ら
せ
て
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
事
情
が
あ
っ
て
、
寿
蔵
主

に
命
じ
た
の
で
あ
る
。

脚
気
が
再
発
す
る

　
　

さ
て
股
の
痛
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
左
右
の
膝
も
痛
い
。
起
居
が
ま
ま
な
ら

な
い
。
珍
し
い
こ
と
だ
。
昔
、
脚
気
を
数
日
間
患
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
再
発
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

※
「
細
い
廊
下
」
…
原
文
で
は
「
釣
屋
」
に
「
御
細
所
」
と
い
う
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

医
師
の
竹
田
昌
耆
法
眼
が
鍼
灸
治
療
を
施
す

十
一
日
、
晴
。
脚
気
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
医
師
の
竹
田
昌
耆
法
眼
を

呼
ん
だ
。
す
ぐ
に
来
て
く
れ
た
。
脚
気
で
、
か
つ
中
風
だ
と
い
う
。
鍼
や
お
灸
な
ど

の
治
療
を
し
て
く
れ
た
。

十
二
日
、晴
。
病
状
は
変
わ
ら
な
い
。
昌
耆
法
眼
が
三
種
類
の
薬
を
献
上
し
て
く
れ
た
。

起
居
が
さ
ら
に
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
、
宮
家
の
男
女
が
看
病
し
て
く
れ
た
。
宮
家
の

人
た
ち
は
私
の
看
病
で
と
て
も
忙
し
い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

侍
所
所
司
代
の
使
者

十
四
日
、
晴
。
夕
方
、
侍
所
長
官
補
佐
の
使
者
が
来
た
。
三
木
盗
人
事
件
の
処
罰
の
あ

り
か
た
を
あ
り
の
ま
ま
に
起
請
文
（
※
）
に
書
い
て
提
出
し
て
ほ
し
い
と
伏
見
荘
の

管
理
者
た
ち
に
依
頼
し
て
き
た
。

※
起
請
文
（
き
し
ょ
う
も
ん
）
…
契
約
を
交
わ
す
際
な
ど
に
、
約
束
を
破
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
神
仏
に
誓
う
文
書
。
こ
こ
で
は
嘘
偽
り
な
く
、
当
時
の
処
分
状
況
を
伝
え
て

い
る
こ
と
を
誓
っ
た
書
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

後
小
松
上
皇
へ
蜜
柑
を
贈
る

十
六
日
、
雨
が
降
っ
た
。
上
皇
様
へ
蜜
柑
二
籠
を
贈
っ
た
。
す
ぐ
に
お
礼
の
返
事
が
来

た
。

十
七
日
、
晴
。
昌
耆
が
来
た
。
脈
が
少
し
本
調
子
に
戻
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

脚
気
も
少
し
良
い
よ
う
だ
。
良
い
薬
の
効
能
だ
ろ
う
。

三
木
訴
訟
の
件
が
解
決
す
る

　
　

三
木
の
件
で
、
伏
見
荘
の
管
理
者
た
ち
が
起
請
文
を
書
い
た
。
田
向
前
参
議
も
花

押
を
書
い
た
。
こ
の
起
請
文
を
侍
所
長
官
補
佐
に
渡
す
た
め
、
禅
啓
が
京
へ
向
か
っ

た
。

　
　

後
で
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
一
件
は
管
領
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
三

木
の
同
僚
た
ち
が
は
か
っ
た
悪
巧
み
ら
し
い
。
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
無
事
解
決
し
た
。

足
利
義
持
へ
蜜
柑
を
贈
る

二
十
日
、
雨
が
降
っ
た
。
室
町
殿
へ
蜜
柑
二
籠
を
贈
っ
た
。
取
り
次
ぎ
役
の
広
橋
兼
宣

に
も
一
籠
与
え
た
。

　
　

脚
気
の
病
状
は
相
変
わ
ら
ず
だ
。
起
居
が
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
、
面
倒
な
こ
と
で

あ
る
。

足
利
義
持
が
播
磨
国
守
護
に
国
衙
領
へ
の
段
銭
賦
課
を
厳
し
く
命
令
し
た
。

二
十
一
日
、
晴
。
勧
修
寺
経
興
か
ら
書
状
が
来
た
。
播
磨
国
国
衙
領
に
段
銭
（
※
）
を
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課
す
件
に
つ
い
て
、
室
町
殿
へ
お
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
か
ら
も
播
磨
国

守
護
へ
命
令
な
さ
っ
た
。
そ
れ
で
守
護
は
、
段
銭
の
総
額
五
十
貫
文
と
い
う
こ
と
で

了
解
し
た
そ
う
だ
。

　
　

当
初
、
今
年
の
播
磨
国
は
日
照
り
で
耐
え
が
た
い
状
況
だ
と
守
護
か
ら
返
事
が
あ

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
室
町
殿
か
ら
厳
し
く
命
じ
た
と
こ
ろ
、
段
銭
の
賦
課
に
応
じ

た
そ
う
だ
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
勧
修
寺
の
書
状
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
と

て
も
う
れ
し
い
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。

六
条
庁
の
修
理

二
十
三
日
、
晴
。
六
条
庁
官
の
島
田
益
直
が
来
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
六
条
殿
の
御
修
理

を
厳
し
く
遂
行
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
長
講
堂
領
に
修
理
経
費
を
分
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
広
橋
兼
宣
大
納
言
と
院
の
執
権
で
あ
る
日
野
有
光
大

納
言
を
事
務
担
当
者
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
支
配
し
て
い
る
長
講
堂
領
の
租
税

が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
か
、
調
べ
な
さ
い
と
益
直
が
命
じ
ら
れ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で

伏
見
荘
の
租
税
額
を
お
教
え
下
さ
い
と
言
っ
て
き
た
。
急
い
で
連
絡
す
る
と
返
事
し

た
。
益
直
は
六
条
庁
か
ら
の
お
祝
い
の
酒
だ
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
一
献
分
の
銭
を

持
参
し
て
き
た
。
神
妙
な
こ
と
だ
。
酒
を
飲
ま
せ
た
ら
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

　
　

正
永
と
明
盛
が
来
た
。
今
夜
か
ら
順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
始
め
る
。
今
夜
は
上
臈

が
薪
を
準
備
し
て
下
さ
っ
た
。

最
愛
の
妻
を
失
い
出
家
し
た
近
衛
忠
嗣
の
所
行
は
狂
気
の
沙
汰
だ

　
　

さ
て
聞
い
た
話
だ
が
、
最
近
、
近
衛
忠
嗣
前
関
白
の
最
愛
の
妻
が
他
界
し
た
そ
う

だ
。
そ
の
悲
し
み
に
耐
え
き
れ
ず
、
近
衛
太
閤
は
切
腹
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
周

囲
の
人
々
が
刀
を
奪
い
取
っ
て
、
切
腹
を
や
め
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
自
ら
本

鳥
を
切
り
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
す
ぐ
に
出
家
し
た
そ
う
だ
。
な
ん
と
い

う
狂
気
だ
ろ
う
か
。
悲
し
み
の
余
り
と
は
い
え
、
摂
関
家
の
当
主
と
し
て
こ
の
よ
う

な
事
を
し
た
例
は
、
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
よ
く
な
い
こ
と
だ
。

初
雪
の
雪
見
酒

二
十
六
日
、
初
雪
が
降
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
廊
御
方
と
田
向
前
参
議
が
一
献
の
雪

見
酒
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
懐
紙
一
折
り
分
の
連
歌
を
行
っ
た
。
参
加
者

は
私
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
ら
朝
臣
・
正
永
・
善
基
・
行
光
ら
で
あ
る
。
禅

啓
も
大
き
な
酒
瓶
で
あ
る
酒
海
を
持
参
し
て
、
連
歌
会
に
参
加
し
た
。

　
　

椎
野
殿
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
ご
病
気
だ
っ
た
そ
う
だ
。
養
生
の

た
め
、
宮
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
し
い
。
順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
二
条
殿
が
準
備

し
た
。
一
日
中
、
一
献
の
酒
宴
が
重
な
っ
て
、
皆
酔
い
が
廻
っ
た
。
私
の
脚
気
は
治

ら
ず
、
い
ま
だ
に
辛
い
。
五
十
韻
詠
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
中
断
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
殿
上
の
間
で
男
ど
も
が
ま
た
懐
紙
一
折
り
分
の
連
歌
会
を
行
っ
た
そ
う

だ
。

二
十
七
日
、
晴
。
正
永
が
帰
っ
た
。
こ
の
間
、
た
ま
た
ま
心
静
か
に
仕
え
て
く
れ
た
。

神
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

二
十
八
日
、
晴
。
伏
見
荘
の
租
税
の
こ
と
を
詳
し
く
調
べ
て
、
島
田
益
直
に
書
き
送
っ 

た
。

霜
月
（
十
一
月
）
一
日
、
雨
が
降
っ
た
。い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。

こ
の
朔
日
が
冬
至
に
当
た
っ
た
。
朝
廷
で
は
旬
政
（
※
）
が
行
わ
れ
た
そ
う
だ
。
旬

政
の
執
行
責
任
者
は
二
条
持
基
左
大
臣
だ
と
い
う
。

※
旬
政
（
じ
ゅ
ん
せ
い
）
…
朝
政
の
一
つ
で
、
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
席
し
て
政
事
を
み

る
こ
と
。

三
日
、
晴
。
昌
耆
が
良
薬
を
一
種
類
進
上
し
て
き
た
。
起
居
が
い
ま
だ
不
自
由
な
の 

で
、
良
薬
を
ま
た
持
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
。
夜
に
世
尊
寺
行
豊
朝
臣
が
来
た
の

で
、
し
ば
ら
く
雑
談
し
た
。

法
安
寺
に
病
気
平
癒
祈
願
の
薬
師
如
来
百
度
参
り
を
命
じ
る

八
日
、
雨
が
降
っ
た
。
私
の
病
気
平
癒
を
祈
る
た
め
、
法
安
寺
に
薬
師
如
来
の
御
百
度

詣
で
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
治
っ
た
時
に
は
お
礼
に
御
千
度
詣
で
を
す
る
と
言
っ

て
お
い
た
。
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と
こ
ろ
で
典
侍
禅
尼
が
山
田
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
だ
。
明
日
、
塔
頭
大
通
院

に
焼
香
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
足
で
宮
家
に
も
お
出
で
に
な
る
よ
う
だ
。

典
侍
禅
尼
藤
原
能
子
の
来
訪

九
日
、
典
侍
禅
尼
殿
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
五
〜
六
年
ご
無
沙
汰
で
、
ご
出
家
以

後
、
初
め
て
の
ご
来
訪
で
あ
る
。
珍
し
い
お
客
人
な
の
で
う
れ
し
い
。
終
日
ご
滞
在

で
一
献
の
お
酒
を
持
参
さ
れ
た
。
数
献
の
酒
宴
に
宮
家
の
男
女
が
大
勢
参
加
し
た
。

局
女
の
宮
内
卿
を
御
前
へ
お
呼
び
に
な
っ
て
い
た
。
夜
に
な
っ
て
お
帰
り
に
な
っ

た
。
田
向
家
に
も
招
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
夜
は
山
田
に
逗
留
な
さ
る
そ
う
だ
。

十
一
日
、
晴
。
典
侍
禅
尼
が
お
帰
り
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
も
う
一
度
宮
家
に
い
ら
し
て

下
さ
い
と
お
伝
え
し
た
が
、
急
い
で
い
る
と
の
こ
と
で
来
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　

順
番
で
薪
を
焼
く
会
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
当
番
の
東
御
方
が
薪
を
用
意
し
た
。

十
二
日
、
晴
。
昌
耆
が
来
た
。
脈
の
状
態
は
良
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
良

薬
を
ま
た
献
上
し
て
く
れ
た
。

栄
仁
親
王
七
回
忌
法
事
を
宮
家
で
開
始
す
る

　
　

さ
て
父
・
大
通
院
の
七
回
忌
御
仏
事
を
今
夕
か
ら
始
め
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
宮

家
の
男
女
で
軽
食
を
準
備
す
る
当
番
を
決
め
た
。
お
経
は
、
松
崖
・
寿
蔵
主
・
善
基
・

梵
祐
・
塔
頭
御
寮
・
香
雲
庵
主
・
同
庵
真
幸
房
ら
が
順
番
に
読
ん
で
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

十
三
日
、
晴
。
風
呂
に
入
っ
た
。
起
居
は
ま
だ
不
自
由
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
と
楽
に
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
で
沐
浴
し
た
の
で
あ
る
。
昨
日
の
よ
う
に
お
経
を
読
ん
だ
。
ま
た
塔

頭
大
通
院
で
も
今
日
か
ら
御
仏
事
を
開
始
し
た
そ
う
で
あ
る
。

十
四
日
、
晴
。
惣
得
庵
主
や
明
元
ら
が
酒
一
樽
を
持
参
し
て
来
た
。
廊
御
方
の
お
部
屋

で
酒
を
飲
ん
だ
。
楊
柳
寺
の
住
職
も
お
茶
菓
子
な
ど
を
持
っ
て
来
た
。

十
五
日
、夕
方
に
雨
が
降
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
お
経
を
読
ん
だ
。
国
衙
の
段
銭（
※
）

が
ま
だ
届
か
な
い
の
で
、
御
仏
事
の
経
費
が
足
り
ず
、
費
用
の
遣
り
繰
り
が
と
て
も

大
変
だ
。

世
尊
寺
行
豊
一
家
が
伏
見
荘
へ
転
居
し
て
く
る

　
　

と
こ
ろ
で
今
日
、
世
尊
寺
行
豊
朝
臣
が
伏
見
荘
へ
引
っ
越
し
て
き
た
。
広
時
の
屋

敷
に
間
借
り
す
る
そ
う
だ
。
妻
子
も
全
員
連
れ
て
来
た
と
い
う
。
こ
れ
は
先
日
の
石

清
水
八
幡
宮
参
詣
行
列
の
お
供
で
家
計
が
苦
し
く
な
り
、
京
都
の
屋
敷
は
し
ば
ら
く

人
に
貸
し
た
そ
う
だ
（
※
）。
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
だ
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。

※「
京
都
の
屋
敷
は
し
ば
ら
く
人
に
貸
し
た
そ
う
だ
」
…
原
文
で
は
「
宿
所
は
暫
し
沽

却
し
、
人
に
預
け
置
く
と
云
々
」
と
あ
る
。「
沽
却
」
は
売
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
売
買
は
年
季
売
り
で
、
約
束
し
た
一
定
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
売
主
に
物
件
が
戻
る
契

約
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
六
日
、
曇
。
行
豊
朝
臣
が
来
た
の
で
、
少
し
酒
を
飲
ん
だ
。
行
豊
は
ご
近
所
に
住
ん

で
お
仕
え
し
ま
す
と
言
っ
て
い
た
。
近
く
に
居
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
だ
。

芳
徳
庵
主
が
酒
樽
な
ど
を
献
上
し
て
き
た
。

十
七
日
、
晴
。
正
永
が
来
た
。
椎
野
が
軽
食
な
ど
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
椎
野
は
大
光

明
寺
で
の
御
仏
事
も
お
勤
め
に
な
る
そ
う
だ
。

十
八
日
、
夕
方
か
ら
雨
が
降
っ
た
。
朝
早
く
廊
御
方
が
軽
食
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
読

経
に
宮
家
の
男
女
も
参
列
し
た
。

　
　

祐
誉
僧
都
が
来
た
。
こ
れ
か
ら
二
〜
三
日
、
宮
家
に
詰
め
て
読
経
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
御
仏
事
料
も
少
々
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

近
江
国
塩
津
・
今
西
両
荘
の
荘
民
は
段
銭
納
入
を
拒
否
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
近
江
国
塩
津
・
今
西
両
荘
へ
の
段
銭
賦
課
は
先
例
に
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
現
地
の
荘
民
た
ち
は
命
令
に
絶
対
従
わ
な
い
と
言
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
そ
の
お

詫
び
と
し
て
、
代
官
の
熊
谷
は
両
荘
の
一
献
分
の
銭
と
し
て
五
貫
文
を
進
上
し
て
き

た
そ
う
だ
。
そ
れ
を
今
日
、
祐
誉
が
持
っ
て
来
た
。

大
光
明
寺
観
音
懺
法

　
　

さ
て
夕
方
に
大
光
明
寺
へ
お
参
り
し
た
。
今
夜
は
観
音
懺
法
の
法
会
が
あ
る
の
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で
、
そ
れ
に
参
列
す
る
た
め
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
椎
野
・
東
御
方
・
廊
御
方
・
上

臈
・
二
条
殿
・
塔
頭
御
寮
・
山
田
香
雲
庵
真
幸
房
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長

資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
正
永
・
慶
寿
丸
・
祐
誉
僧
都
ら
も
参
列
し
た
。
芝
殿
・
行
豊

朝
臣
方
の
女
性
・
惣
得
庵
の
尼
た
ち
・
二
人
の
女
官
ら
大
勢
も
来
て
い
た
。

　
　

午
後
七
時
半
に
懺
法
が
始
ま
っ
た
。
導
師
は
徳
光
院
主
雲
峯
西
堂
、
香
華
の
役
は

大
光
明
寺
維い

那な

僧
衆
の
垠
西
堂
・
用
健
・
松
崖
・
寿
蔵
主
ら
十
九
人
で
あ
る
。
懺
法

は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

塔
頭
大
通
院
に
宿
泊
す
る

　
　

参
列
し
終
わ
っ
て
、
椎
野
ら
は
宮
家
へ
帰
っ
た
。
私
は
塔
頭
大
通
院
へ
泊
ま
る
こ

と
に
し
た
。
田
向
前
参
議
ら
も
皆
一
緒
に
泊
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

琵
琶
法
師
の
城
竹
検
校

　
　

深
夜
に
琵
琶
法
師
の
座
頭
が
来
た
。
今
日
、
私
た
ち
が
泊
ま
り
に
来
る
こ
と
が
分

か
っ
て
、
院
主
の
用
健
が
お
呼
び
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
す
ぐ
に
内
へ
呼
び
入
れ
た
。

城
存
の
弟
子
で
城
竹
検
校
と
い
う
琵
琶
法
師
だ
そ
う
だ
。
仁
和
寺
の
寄
付
集
め
で
平

曲
の
興
行
が
あ
っ
た
時
、
三
人
の
琵
琶
法
師
が
平
家
物
語
を
語
っ
た
。
城
竹
は
そ
の

一
人
だ
っ
た
そ
う
だ
。
平
家
物
語
を
五
句
語
っ
た
。
す
ば
ら
し
い
声
だ
っ
た
。
平
家

語
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
す
ぐ
に
眠
っ
た
。

十
九
日
、
雨
が
降
っ
た
。
朝
早
く
軽
食
を
と
っ
た
。
田
向
前
参
議
ら
も
皆
食
べ
た
。
僧

衆
は
地
蔵
殿
で
軽
食
を
食
べ
た
。
軽
食
以
前
に
ま
ず
お
経
を
読
ん
だ
。
軽
食
が
終
わ

っ
て
、
雲
峯
西
堂
・
垠
西
堂
ら
と
初
め
て
対
面
し
た
。
そ
の
後
、
城
竹
が
客
殿
で
平

家
物
語
を
三
句
語
っ
た
。
椎
野
や
宮
家
の
女
性
た
ち
も
大
光
明
寺
へ
来
た
。

　
　

午
前
十
一
時
か
ら
一
時
間
、
お
経
を
読
ん
だ
。
ま
ず
長
老
が
お
香
を
た
い
た
。
以

前
か
ら
、
長
老
に
こ
の
役
を
す
る
よ
う
命
じ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
所
作
は
す
ば
ら

し
か
っ
た
。
次
に
僧
衆
や
修
行
僧
・
稚
児
ら
五
十
一
人
で
お
経
を
読
ん
だ
。
読
経
が

終
わ
っ
て
か
ら
、
僧
衆
は
食
事
を
と
っ
た
。
私
や
宮
家
の
男
ど
も
は
、
大
光
明
寺
の

出
費
に
な
る
の
で
、
食
事
は
と
ら
な
か
っ
た
。
男
ど
も
面
々
は
、
こ
の
措
置
に
不
服

そ
う
だ
っ
た
。
僧
衆
が
食
事
を
し
て
い
る
間
、
ご
位
牌
に
焼
香
し
た
。
椎
野
・
宮
家

の
女
性
た
ち
・
侍
臣
ら
も
同
じ
く
焼
香
し
た
。
そ
の
後
、
長
老
・
二
人
の
西
堂
・
退

蔵
庵
主
ら
と
対
面
し
て
、す
ぐ
に
座
を
立
っ
た
。
私
や
椎
野
た
ち
は
宮
家
へ
帰
っ
た
。

無
事
に
法
事
が
終
わ
っ
て
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

大
光
明
寺
へ
は
銭
三
十
三
貫
文
を
納
め
た
。
こ
の
費
用
で
今
日
の
読
経
や
昨
日
の

懺
法
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
播
磨
国
国
衙
領
の
段
銭
（
※
）
は
ほ
と
ん
ど
収
納
し
た
。

ま
だ
未
納
額
が
あ
る
の
で
、
急
い
で
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

大
光
明
寺
で
の
御
仏
事
は
今
日
で
終
わ
る
。
第
七
回
忌
に
相
当
す
る
本
年
に
塔

頭
・
大
通
院
を
建
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
自
身
の
御
塔
頭
で
御
仏
事
を
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
父
の
長
年
の
願
い
通
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
と

て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。

栄
仁
親
王
祥
月
命
日
の
御
仏
事

二
十
日
、
晴
。
早
朝
に
軽
食
を
と
っ
た
。
招
待
し
た
僧
は
用
健
・
即
成
院
主
梵
基
・
田

向
経
良
の
息
子
で
あ
る
瑛
侍
者
・
珠
侍
者
・
惣
得
庵
主
・
惣
得
庵
明
元
・
稚
児
の
洪

得
・
稚
児
の
本
玖
、
こ
の
他
に
軽
食
を
差
し
上
げ
る
方
々
は
松
崖
・
寿
蔵
主
・
善
基
・

塔
頭
御
寮
・
経
良
の
妹
で
あ
る
玄
経
・
香
雲
庵
主
・
山
田
香
雲
庵
真
幸
・
稚
児
の
梵

祐
ら
で
あ
る
。
軽
食
を
お
相
伴
す
る
俗
人
は
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・

行
豊
朝
臣
・
祐
誉
僧
都
・
正
永
ら
で
あ
る
。
僧
衆
と
男
性
た
ち
は
道
場
で
軽
食
を
食

べ
る
。
私
・
椎
野
・
女
性
た
ち
・
比
丘
尼
た
ち
は
常
の
御
所
で
食
べ
る
。
殿
上
の
間

を
今
日
の
読
経
の
事
務
所
と
し
た
。
主
な
村
人
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
参
列
す
る
。
身
分

の
高
い
者
低
い
者
か
れ
こ
れ
百
人
余
り
に
な
る
。
寿
蔵
主
と
広
時
の
両
人
が
執
行
責

任
者
と
な
っ
た
。
軽
食
の
後
、
一
時
間
お
経
を
読
ん
だ
。
そ
し
て
前
と
同
じ
よ
う
に

食
事
を
と
っ
た
。

生
島
明
盛
を
御
霊
供
の
奉
行
に
任
命
す
る

　
　

さ
て
生
島
明
盛
が
御
霊
供
の
事
務
取
扱
を
し
た
い
と
い
う
の
で
、
任
命
し
て
や
っ

た
。
雑
役
係
の
法
師
が
事
務
取
扱
者
を
し
た
先
例
も
あ
る
。
最
近
は
寿
蔵
主
が
事
務
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取
扱
者
で
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
仕
事
を
果
た
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
先
例
に
背

く
と
明
盛
が
訴
え
て
き
た
。
明
盛
が
言
う
こ
と
は
道
理
な
の
で
、
彼
を
任
命
し
た
の

で
あ
る
。

諸
寺
庵
で
の
御
仏
事
料
を
施
入
す
る

　
　

今
日
、
光
台
寺
法
華
経
分
担
写
経
の
一
部
を
書
写
し
た
。
そ
の
他
、
寺
庵
で
行
っ

た
御
仏
事
の
費
用
を
型
通
り
納
入
し
た
。
そ
れ
は
、
椎
野
の
浄
金
剛
院
・
法
安
寺
・

光
台
寺
・
惣
得
庵
・
香
雲
庵
・
楊
柳
寺
・
蒼
玉
庵
・
芳
徳
庵
な
ど
で
あ
る
。
播
磨
国

国
衙
領
段
銭
（
※
）
五
十
貫
文
の
半
分
で
、寺
庵
な
ど
の
御
仏
事
料
を
ま
か
な
っ
た
。

国
衙
領
段
銭
の
未
納
分
を
催
促
し
て
い
る
が
、
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で

遣
り
繰
り
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

書
写
が
終
わ
っ
て
、
光
台
寺
の
風
呂
に
入
っ
た
。
こ
の
風
呂
は
、
重
有
朝
臣
が
御

仏
事
と
し
て
風
呂
焚
き
の
費
用
を
負
担
し
た
も
の
で
あ
る
。
綾
小
路
前
参
議
や
隆
富

朝
臣
か
ら
も
御
仏
事
料
少
々
が
届
け
ら
れ
た
。
両
人
は
病
気
だ
と
い
う
こ
と
で
伏
見

に
来
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
正
永
・
祐
誉
が
帰
っ
て
い
っ
た
。
御
仏
事
は
無

事
終
了
し
た
。
良
く
や
り
遂
げ
た
と
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
た
い
。
脚
気
も
良
く
な
っ

て
き
た
。
こ
れ
も
寺
に
お
参
り
し
た
お
か
げ
で
あ
ろ
う
。
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。

上
皇
御
所
の
泉
殿
を
移
築
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
上
皇
御
所
の
新
築
の
御
会
所
で
あ
る
泉
殿

を
移
築
し
た
そ
う
だ
。
こ
の
前
か
ら
移
築
作
業
に
入
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
室
町
殿
が

準
備
な
さ
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

足
利
義
量
が
初
め
て
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
す
る

　
　

ま
た
今
日
は
足
利
義
量
殿
（
※
）
が
石
清
水
八
幡
宮
へ
お
参
り
し
た
。
初
め
て
の

参
詣
な
の
で
、
行
列
は
華
や
か
に
飾
ら
れ
た
そ
う
だ
。
六
条
左
女
牛
若
宮
や
北
野
天

満
宮
に
も
同
じ
く
お
参
り
し
た
そ
う
だ
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。

※「
足
利
義
量
殿
」
…
原
文
で
は
「
将
軍
」
と
あ
る
。
た
だ
足
利
義
持
が
は
じ
め
て
石

清
水
八
幡
宮
を
参
詣
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
子
の
義
量
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
義
量
が
将
軍
宣
下
を
受
け
る
の
は
翌
応
永
三
十
年
三
月
十
八
日

の
こ
と
で
あ
る
。

精
進
解
き
の
御
魚
味

二
十
一
日
、
晴
。
播
磨
国
国
衙
領
段
銭
（
※
）
納
入
の
祝
い
酒
と
し
て
特
に
一
献
の
酒

宴
を
行
っ
た
。
ま
た
禅
啓
が
精
進
落
と
し
と
し
て
魚
等
を
進
上
し
て
き
た
。
順
番
で

薪
を
焼
く
会
、
当
番
の
廊
御
方
が
薪
を
準
備
し
た
。
一
献
の
酒
宴
が
重
な
っ
た
。

※「
段
銭
」
…
原
文
で
は
「
天
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
三
日
条
を
参
照

の
こ
と
。
こ
の
日
、
未
納
額
も
納
入
さ
れ
た
か
。

琵
琶
法
師
の
妙
一
座
頭

二
十
五
日
、
一
日
中
、
雪
が
降
っ
た
が
、
夜
に
は
雨
と
な
っ
た
。
順
番
で
薪
を
焼
く
会
、

い
つ
も
の
よ
う
に
当
番
の
重
有
朝
臣
が
薪
を
準
備
し
た
。
琵
琶
法
師
の
妙
一
座
頭
が

来
た
。
平
家
物
語
を
二
〜
三
句
語
っ
た
。
田
向
前
参
議
や
行
豊
朝
臣
と
一
緒
に
聞
い

た
。

二
十
六
日
、
晴
。
上
皇
御
所
御
会
所
ご
移
転
の
お
祝
い
状
を
冷
泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て

書
き
送
っ
た
。
即
成
院
か
ら
一
献
の
酒
を
院
主
の
梵
基
と
善
基
ら
が
持
参
し
て
き

た
。
毎
年
恒
例
の
こ
と
で
あ
り
、
神
妙
だ
。

二
十
七
日
、
晴
。
松
崖
が
一
編
の
漢
詩
を
送
っ
て
き
た
。

　
　

暮
寒
山
欲
雪  

覓
句
座
清
閑　

想
看
禁
宮
夕　

挙
盃
春
満
顔

貞
成
の
狂
句

二
十
八
日
、
夜
か
ら
寒
い
嵐
と
な
っ
た
。
大
雪
が
降
っ
た
。
そ
の
雪
景
色
は
甚
だ
趣
が

あ
る
。
昨
日
の
漢
詩
に
、
狂
句
で
応
え
た
。
そ
の
狂
句
を
松
崖
に
送
っ
た
。

    
吹
雪
頻
寒
籟　

料
知
宮
裏
閑　

無
盃
入
寂
寞　

火
気
自
紅
顔

雪
消
し
の
酒

　
　

寿
蔵
主
が
雪
消
し
（
※
）
と
し
て
酒
を
準
備
し
た
。
そ
の
後
、
行
豊
朝
臣
が
順
番

で
薪
を
焼
く
会
の
用
意
を
し
た
。
行
豊
は
順
番
で
薪
を
焼
く
会
の
当
番
に
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
近
く
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
、
準
備
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
神
妙
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な
こ
と
だ
。
一
献
が
重
な
っ
た
。
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

　
　

夜
に
和
漢
連
句
を
懐
紙
一
折
り
分
行
っ
た
。
私
・
椎
野
・
松
崖
・
重
有
・
長
資
朝

臣
が
参
加
し
た
。
た
だ
一
折
り
だ
け
詠
ん
で
や
め
た
。

※
雪
消
し
（
ゆ
き
け
し
）
…
本
来
は
、
雪
が
多
く
降
る
と
き
、
果
物
な
ど
を
贈
答
し
た

こ
と
。
こ
こ
で
は
後
文
に
「
一
献
が
重
な
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寿
蔵
主
が
雪
見

酒
を
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
二
月
一
日
、
晴
。「
冬
の
終
わ
り
で
と
て
も
う
れ
し
い
（
※
）。
と
て
も
幸
せ
だ
」
と

予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。

田
向
経
良
、
領
地
の
山
城
国
大
野
荘
に
滞
在
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
明
日
、
田
向
前
参
議
は
領
地
で
あ
る
山
城
国
大
野
荘
に
向
か
う
そ
う

だ
。
十
日
余
り
現
地
に
滞
在
し
ま
す
と
暇

い
と
ま

乞ご

い
を
し
て
き
た
。
そ
れ
で
今
夜
、
餞

は
な
む
けに

型
通
り
の
祝
宴
一
献
を
開
い
た
。
そ
し
て
宮
家
の
女
性
た
ち
が
さ
ら
に
酒
を
持
ち
寄

っ
て
、
経
良
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
お
礼
の
気
持
ち
を
表
し
た
。

※「
冬
の
終
わ
り
で
と
て
も
う
れ
し
い
」
…
原
文
で
は
「
三
冬
万
悦
」
と
あ
る
。
三
冬 

（
さ
ん
と
う
）
と
は
初
冬
・
仲
冬
・
晩
冬
、
冬
の
十
〜
十
二
月
三
ヶ
月
の
こ
と
。

二
日
、
晴
。
朝
早
く
田
向
経
良
は
田
舎
に
下
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
今
日
か
ら
等
持

寺
法
華
八
講
が
始
ま
る
。
こ
れ
は
宝
篋
院
殿
足
利
義
詮
左
大
臣
の
仏
事
で
あ
る
。
こ

の
と
こ
ろ
こ
の
法
華
八
講
は
中
絶
し
て
い
た
が
、
今
回
、
再
興
さ
れ
た
そ
う
だ
。

貞
成
三
女
の
髪
置
き
を
行
う

三
日
、
私
の
三
女
の
御
髪
置
き
儀
式
を
行
い
、
お
祝
い
を
し
た
。
芝
殿
が
諸
役
を
勤
め

て
く
れ
た
。
通
常
通
り
、
特
別
に
三
献
の
祝
宴
を
し
た
。
数
日
前
に
陰
陽
師
の
賀
茂

在
方
朝
臣
に
髪
置
き
の
日
時
を
占
わ
せ
て
お
い
た
。

称
光
天
皇
の
御
湯
始
め

　
　

長
資
朝
臣
が
朝
廷
の
小
番
を
勤
め
に
行
っ
た
。
天
皇
陛
下
は
今
日
、
ご
病
気
に
な

っ
て
か
ら
は
じ
め
て
湯
浴
み
を
さ
れ
る
そ
う
だ
。

四
日
、
晴
。
長
資
朝
臣
が
帰
っ
て
き
た
。
称
光
天
皇
陛
下
の
御
湯
始
め
に
つ
い
て
話
を

し
て
く
れ
た
。
御
湯
始
め
の
お
祝
い
と
し
て
室
町
殿
か
ら
御
馬
と
太
刀
が
献
上
さ
れ

た
と
い
う
。
ま
た
関
白
以
下
諸
家
や
諸
門
跡
か
ら
も
御
馬
や
そ
の
代
銭
が
献
上
さ
れ

た
。
公
卿
た
ち
が
お
祝
い
に
参
上
し
た
。

医
師
の
寿
阿
に
莫
大
な
重
宝
が
与
え
ら
れ
る

　
　

士
仏
法
印
の
弟
子
で
あ
る
医
師
の
寿
阿
が
ず
っ
と
天
皇
陛
下
の
治
療
に
あ
た
っ

て
き
た
。
そ
の
寿
阿
に
ご
褒
美
と
し
て
重
宝
が
与
え
ら
れ
た
。
食
籠
一
つ
・
金
襴
の

袋
に
入
れ
ら
れ
て
お
盆
に
載
っ
て
い
る
香
箱
・
同
じ
く
お
盆
に
据
え
ら
れ
た
青
銅
製

の
香
炉
一
つ
・
金
造
り
の
太
刀
一
腰
・
御
馬
・
銭
な
ど
、
諸
方
か
ら
朝
廷
に
献
上
さ

れ
た
進
物
を
す
べ
て
寿
阿
が
い
た
だ
い
た
そ
う
だ
。
殿
上
に
控
え
て
い
た
長
資
朝
臣

が
そ
の
重
宝
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
そ
う
だ
。

寿
阿
は
名
医
に
あ
ら
ず

　
　

多
く
の
医
者
が
見
捨
て
た
の
に
、
寿
阿
一
人
が
最
後
ま
で
治
療
に
あ
た
っ
た
。
そ

れ
で
治
し
た
の
だ
か
ら
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
が
幸
運
な
こ
と
だ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
た
だ
し
寿
阿
は
少
し
も
名
医
な
ど
で
は
な
い
。
不
思
議
な
運
の
良
さ
と

い
え
よ
う
。

五
日
、
晴
。
お
湯
始
め
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、
勾
当

内
侍
を
通
し
て
お
祝
い
の
手
紙
を
天
皇
陛
下
に
お
送
り
し
た
。
今
回
初
め
て
、
こ
の

新
任
の
勾
当
内
侍
に
手
紙
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
上
皇
様
へ
も
同
じ
く
お
祝
い
の
手

紙
を
お
送
り
し
た
。

等
持
寺
法
華
八
講
欠
席
の
公
卿
は
足
利
義
持
の
御
意
に
背
く
者

六
日
、
晴
。
今
日
が
、
足
利
義
詮
殿
追
善
の
等
持
寺
法
華
八
講
の
最
終
日
で
あ
る
。
行

豊
朝
臣
が
布
施
を
渡
す
役
を
勤
め
た
。
同
じ
役
を
勤
め
た
の
は
公
卿
十
四
人
、
殿
上

人
十
九
人
だ
そ
う
だ
。
公
卿
で
出
席
し
な
か
っ
た
者
は
室
町
殿
の
御
意
に
背
い
た
者

と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
。
厳
し
い
処
分
と
い
え
よ
う
。

　
　

さ
て
来
た
る
十
日
は
、
私
の
亡
母
・
西
御
方
三
条
治
子
殿
の
二
十
五
周
忌
で
あ
る
。

そ
れ
で
今
日
か
ら
お
経
を
読
み
始
め
た
。

七
日
、
晴
。
惣
得
庵
明
元
比
丘
尼
が
大
き
な
酒
の
甕
で
あ
る
酒
海
を
持
参
し
て
き
た
。

思
い
が
け
な
い
お
心
遣
い
で
あ
っ
た
。
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八
日
、
晴
。
大
光
明
寺
に
お
願
い
し
て
風
呂
に
入
っ
た
。
椎
野
・
松
崖
・
重
有
・
長
資
・

行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
ら
も
一
緒
に
入
っ
た
。

当
主
が
留
守
の
田
向
家
で
酒
盛
り
を
す
る

九
日
、
雨
が
降
っ
た
。
雨
に
は
雪
が
交
じ
っ
て
い
た
。
寒
気
が
す
ご
い
。
惣
得
庵
主
理

勝
が
田
向
家
に
来
た
。
当
主
の
留
守
番
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
（
※
）
で
、
酒
盛
り

を
し
た
。
そ
の
後
、
重
有
・
長
資
・
行
豊
朝
臣
ら
も
酒
を
持
っ
て
来
た
。
皆
が
酔
い
、

す
ぐ
に
歌
っ
た
り
舞
っ
た
り
し
た
。
と
て
も
酔
っ
払
っ
た
。
皆
、
そ
の
場
で
反へ

吐ど

を

吐
い
た
（
※
）。
面
白
か
っ
た
。

　
　

明
日
の
母
の
命
日
に
向
け
て
一
生
懸
命
お
経
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
酒
盛
り
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
良
い
こ
と
を
す
る
に
は
と
か
く
妨
げ
が
多
い
も
の

で
あ
る
な
ぁ
。

※「
当
主
の
留
守
番
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
」
…
原
文
は
「
留
守
の
こ
と
張
行
す
と

云
々
」。
当
主
の
田
向
経
良
は
山
城
国
大
野
荘
に
滞
在
し
て
お
り
、
留
守
。

※「
皆
、そ
の
場
で
反
吐
を
吐
い
た
」
…
原
文
に
は
「
面
々
、当
座
の
会
に
及
ぶ
」
と
あ 

る
。
桜
井
英
治
「
宴
会
と
権
力
」（『
宴
の
中
世
』、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
を

参
照
の
こ
と
。

亡
母
・
西
御
方
三
条
治
子
殿
の
二
十
五
周
忌

十
日
、
晴
。
宝
厳
院
で
亡
き
母
の
法
事
を
営
ん
だ
。
用
健
・
松
崖
・
寿
蔵
主
・
具
侍
者
・

善
基
・
稚
児
の
梵
祐
・
尼
た
ち
を
招
待
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
一
時
間
、読
経
し
た
。

時
間
を
か
け
て
写
経
し
た
法
華
経
一
部
を
供
養
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
形
だ
け
の

小
さ
な
功
徳
を
母
に
手
向
け
て
、
追
慕
の
気
持
ち
を
示
し
た
。
今
回
も
ま
た
、
寿
蔵

主
が
法
事
の
事
務
を
取
り
扱
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
亡
母
の
二
十
五
年
忌
で
あ
っ

た
。

十
二
日
、
豊
原
郷
秋
が
来
た
。
取
り
乱
し
て
い
る
の
で
、
対
面
し
な
か
っ
た
。

十
三
日
、
雨
が
時
々
降
っ
た
。
御
香
宮
・
法
安
寺
に
参
詣
し
た
。
今
回
の
脚
気
が
治
っ

て
か
ら
、
初
め
て
の
参
詣
で
あ
る
。
法
安
寺
で
酒
を
飲
ん
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
宮
家

へ
戻
っ
た
。

　
　

田
向
前
参
議
が
今
日
の
夕
方
、
田
舎
か
ら
戻
っ
た
そ
う
だ
。
た
だ
し
疲
れ
て
い
る

の
で
、
今
日
は
宮
家
へ
参
上
し
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

宮
家
女
房
の
今
参
十
一
歳
が
は
じ
め
て
お
歯
黒
を
付
け
た

　
　

さ
て
庭
田
重
有
朝
臣
の
娘
で
あ
る
今
参
は
十
一
歳
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
今
日
、
お

歯
黒
を
初
め
て
付
け
た
。
特
に
そ
の
お
祝
い
の
酒
を
献
上
し
て
き
た
。
そ
れ
で
酒
を

飲
ん
だ
。

　
　

陰
陽
師
の
賀
茂
在
方
朝
臣
が
来
年
の
暦
と
八
卦
占
い
の
本
な
ど
を
進
上
し
て
き

た
。
先
だ
っ
て
位
階
が
上
が
っ
た
そ
う
だ
。

十
四
日
、
晴
。
田
向
前
参
議
が
田
舎
の
お
土
産
を
持
参
し
て
き
た
。
酒
を
飲
ん
だ
。
無

事
戻
っ
て
き
た
の
は
、
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

智
恩
院
隆
秀
僧
正
が
来
た
。
こ
の
一
〜
二
年
の
間
、宮
家
へ
は
来
て
い
な
か
っ
た
。

珍
し
く
や
っ
て
来
て
、
一
献
の
酒
を
持
参
し
た
。
し
ば
ら
く
お
り
、
夕
方
に
戻
っ
て

い
っ
た
。

　
　

そ
の
後
、
順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
田
向
前
参
議
が
準
備
し
た
。
ま
た
連
歌
会
も
あ

っ
た
。
田
向
前
参
議
の
幹
事
役
を
こ
の
二
ヶ
月
の
間
、
免
除
し
て
い
た
の
だ
。
椎
野

が
明
日
寺
へ
帰
る
と
い
う
の
で
、
急
遽
、
準
備
さ
せ
た
。
薪
の
会
に
し
ろ
連
歌
会
に

し
ろ
、
椎
野
が
帰
る
直
前
の
ち
ょ
う
ど
良
い
時
機
に
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者

は
い
つ
も
の
者
た
ち
で
あ
る
。
行
豊
朝
臣
・
稚
児
の
洪
得
も
参
加
し
た
。
深
夜
に
百

韻
が
終
わ
っ
た
。
い
い
忘
年
会
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

十
五
日
、
晴
。
椎
野
が
寺
へ
帰
っ
た
。
数
日
、
宮
家
に
ご
滞
在
だ
っ
た
。
僧
侶
で
あ
る

の
だ
か
ら
、
年
末
に
お
寺
へ
戻
る
の
が
当
然
の
事
で
あ
ろ
う
。

　
　

勧
修
寺
経
興
中
納
言
に
連
絡
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
庭
田
重
有
が
そ
の
使
者

と
し
て
出
か
け
て
い
っ
た
。

南
禅
寺
で
殺
人
事
件
が
お
こ
る

　
　

さ
て
後
で
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
南
禅
寺
の
寮
で
争
い
が
あ
っ
て
、
僧
が
殺
害
さ
れ

た
そ
う
だ
。
将
軍
か
ら
侍
所
に
ご
命
令
が
出
て
、
南
禅
寺
の
僧
四
十
八
人
が
逮
捕
さ

れ
た
。
寺
中
に
あ
る
武
器
を
捜
し
て
侍
所
が
押
収
し
た
と
い
う
。
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十
六
日
、
曇
。
京
都
市
内
に
は
雪
が
降
っ
た
そ
う
だ
。
庭
田
重
有
が
帰
っ
て
き
た
。
今

朝
、
勧
修
寺
と
対
面
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
申
し
含
め
て
き
た
そ
う
だ
。
勧
修
寺
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
と
い
う
。

節
分
な
の
で
方
違
え
を
す
る

　
　

今
夜
は
節
分
で
あ
る
。
方
違
え
と
し
て
廊
御
方
の
お
部
屋
に
移
動
し
て
、
夜
明
け

に
自
室
へ
戻
っ
た
。
そ
の
間
、
特
に
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
田
向
前
参
議
ら
も
参
加

し
た
。

後
小
松
上
皇
、
方
違
え
で
突
然
安
楽
光
院
へ
行
幸
す
る

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
後
小
松
上
皇
様
も
御
方
違
え
で
一
条
辺
り
に
御
牛
車
を

お
立
て
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
急
に
安
楽
光
院
へ
お
立
ち
寄
り
に
な

り
、寺
中
を
ご
覧
に
な
っ
た
と
い
う
。
安
楽
光
院
で
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
な
の
で
、

び
っ
く
り
仰
天
し
た
そ
う
だ
。
遅
い
時
間
に
門
を
開
け
さ
せ
よ
う
と
、
お
供
の
人
た

ち
が
大
声
で
門
を
叩
い
た
。
そ
れ
に
は
長
老
も
仰
天
し
た
と
い
う
。

十
七
日
、
晴
。「
立
春
の
佳
い
時
節
で
、
め
で
た
い
兆
し
が
あ
る
。
す
べ
て
の
事
に
お

い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
御
強
飯
を
供
え
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
お
祝

い
し
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
慶
寿
丸
も
お
祝
い
に
参
加
し
た
。

年
内
に
早
速
、
立
春
と
な
り
、
め
で
た
い
が
、
た
だ
慌
た
だ
し
か
っ
た
。

朔
旦
冬
至
な
の
で
叙
位
を
行
う

十
八
日
、
晴
。
十
一
月
一
日
が
冬
至
に
当
た
る
と
い
う
は
め
で
た
い
こ
と
な
の
で
、
朝

廷
で
は
今
日
、
叙
位
を
行
っ
た
。
執
筆
役
は
二
条
持
基
左
大
臣
だ
そ
う
だ
。

十
九
日
、
雨
が
降
っ
た
。
陰
陽
師
の
土
御
門
有
盛
朝
臣
と
同
有
清
が
来
年
の
暦
や
八
卦

占
い
の
本
を
献
上
し
て
き
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
脚
気
が
治
っ
て
以
後
、
初
め
て
琵
琶
を
弾
い
た
。
妙
音
天
に
万
秋
楽
を

奉
納
し
た
。

二
十
日
、
晴
。
塔
頭
大
通
院
へ
行
き
、
焼
香
し
た
。
東
御
方
・
廊
御
方
も
同
じ
く
お
参

り
し
た
。
重
有
朝
臣
一
人
だ
け
を
お
供
に
連
れ
て
行
っ
た
。

伏
見
荘
藤
井
の
湯
屋
の
辺
り
が
火
事
に
な
る

　
　

帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
火
事
が
あ
っ
た
。
大
光
明
寺
近
所
の
藤
井
の
湯
屋
あ
た

り
が
焼
け
た
よ
う
だ
。
た
だ
家
が
一
軒
焼
け
た
だ
け
で
、
湯
屋
は
無
事
だ
っ
た
。
小

さ
な
家
々
が
壁
を
接
し
て
建
っ
て
い
る
の
に
、
一
軒
焼
け
た
だ
け
で
他
は
無
事
だ
っ

た
と
い
う
の
は
、
奇
跡
的
な
こ
と
で
あ
る
。
鎮
火
し
て
か
ら
、
宮
家
に
帰
っ
た
。

二
十
一
日
、
晴
。
中
原
諸
勝
大
外
記
が
朔
旦
冬
至
叙
位
の
記
録
を
送
っ
て
き
た
。
位
を

授
け
ら
れ
た
人
々
は
大
勢
い
た
。

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
室
町
殿
は
今
日
か
ら
五
壇
法
の
法
会
を
執
行
さ
れ
る
そ

う
だ
。

二
十
二
日
、
曇
。
明
後
日
、
松
崖
が
休
暇
を
終
え
て
天
龍
寺
に
戻
る
と
い
う
の
で
、
餞

は
な
む
け 

と
し
て
夜
に
酒
宴
を
し
た
。
重
有
・
長
資
朝
臣
が
参
加
し
た
。
村
人
の
広
時
・
有
善
・

広
輔
を
御
前
に
呼
ん
だ
。
歌
っ
た
り
舞
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
。

二
十
三
日
、
晴
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
室
町
殿
が
主
催
し
て
い
る
五
壇
法
の
導
師
、

中
央
の
壇
は
岡
崎
僧
正
恒
教
、
脇
の
壇
は
十
相
院
主
・
三
宝
院
主
・
随
心
院
主
・
花

頂
僧
正
だ
そ
う
だ
。
灯
火
を
持
つ
役
の
殿
上
人
は
、
山
科
教
豊
朝
臣
・
白
川
雅
兼
朝

臣
・
飛
鳥
井
雅
永
朝
臣
・
世
尊
寺
行
豊
朝
臣
・
冷
泉
為
之
朝
臣
だ
と
い
う
。
着
座
の

公
卿
は
省
略
な
さ
っ
た
そ
う
だ
。
行
豊
朝
臣
は
毎
日
参
列
し
て
い
る
と
い
う
。

琵
琶
法
師
の
城
義
勾
当

　
　

琵
琶
法
師
の
城
義
勾
当
が
来
た
。
慌
た
だ
し
い
の
で
、
明
春
に
来
る
よ
う
命
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
出
て
行
っ
た
。
夜
に
順
番
で
薪
を
焼
く
会
を
い
つ
も
の
よ
う
に
長
資
朝

臣
が
準
備
し
た
。

梵
祐
喝
食
が
得
度
す
る

　
　

稚
児
の
梵
祐
は
、
今
日
出
家
す
る
そ
う
だ
。

松
崖
、
天
龍
寺
に
戻
る

二
十
四
日
、
晴
。
松
崖
が
天
龍
寺
に
戻
っ
た
。
当
年
は
ほ
ぼ
一
年
中
、
伏
見
に
滞
在
し

て
い
た
。
よ
ろ
し
く
な
い
事
で
あ
る
。
よ
う
や
く
お
寺
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
と
て

も
め
で
た
い
。
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少
年
僧
と
な
っ
た
梵
祐

二
十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
少
年
僧
と
な
っ
た
梵
祐
、
出
家
し
た
姿
を
見
せ
に
来
た
。

将
来
は
即
成
院
主
に
な
り
た
い
と
い
う
の
で
、
そ
の
器
量
に
な
れ
る
よ
う
心
よ
り
願

っ
た
。
梵
祐
が
特
別
に
祝
い
酒
を
持
参
し
て
き
た
。
即
成
院
善
基
も
い
た
し
、
田
向

前
参
議
ら
も
一
緒
に
祝
宴
を
開
い
た
。

二
十
六
日
、
晴
。
町
経
時
朝
臣
が
来
た
。
少
し
の
間
対
面
し
て
、
酒
を
与
え
た
ら
、
帰

っ
て
い
っ
た
。

北
山
惣
社
神
楽

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
日
は
北
山
惣
社
の
御
神
楽
だ
そ
う
だ
。
綾
小
路
信
俊

前
参
議
は
御
神
楽
に
参
列
し
ま
す
と
言
っ
て
き
た
。

二
十
七
日
、
雨
が
降
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
煤
払
い
を
し
た
。
節
分
以
後
初
め
て
の

煤
払
い
な
の
で
（
※
）、
特
に
入
念
に
払
っ
た
。
煤
払
い
の
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に

お
祝
い
を
し
た
。
そ
し
て
風
呂
に
入
っ
た
。
年
末
な
の
で
、身
を
浄
め
た
の
で
あ
る
。

　
　

上
皇
様
へ
年
末
の
お
礼
状
を
お
送
り
し
た
。
室
町
殿
へ
の
お
礼
状
は
、
勧
修
寺
経

興
中
納
言
を
通
し
て
お
送
り
し
た
。
今
夜
は
朝
廷
で
内
侍
所
御
神
楽
だ
そ
う
だ
。

土
岐
持
益
と
京
極
高
数
の
座
席
争
い

　
　

さ
て
管
領
に
よ
る
将
軍
家
貢
馬
揃
え
の
際
、
土
岐
持
益
と
京
極
高
数
が
座
席
の
上

下
を
め
ぐ
っ
て
言
い
争
い
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

※「
節
分
以
後
」
…
原
文
は
「
節
分
以
前
」
と
あ
る
。
以
後
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

二
十
八
日
、
晴
。
隆
富
朝
臣
が
来
て
、
一
時
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
。

用
健
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

二
十
九
日
、
晴
。
今
日
で
暦
を
巻
き
尽
く
し
た
。
忙
し
く
慌
た
だ
し
い
だ
け
の
一
年
だ

っ
た
。
綾
小
路
信
俊
卿
が
来
た
。
自
他
共
に
慌
た
だ
し
い
こ
の
日
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て

く
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
酒
を
飲
ま
せ
た
ら
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
い

っ
た
。
大
光
明
寺
長
老
以
下
の
面
々
も
来
た
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
対
面
し
た
。

　
　

除
夜
の
お
祝
い
に
田
向
前
参
議
以
下
、
行
豊
朝
臣
ら
も
同
席
し
た
。
明
春
の
吉
慶

を
念
じ
て
、「
す
べ
て
の
事
が
め
で
た
い
」
と
予
祝
し
た
。

宮
家
の
雑
事
や
日
本
国
中
の
う
わ
さ
話
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し
た
。
後
の
者
が
こ
の
記

録
を
見
る
の
は
、
差
し
障
り
が
あ
る
。
ゆ
め
ゆ
め
他
家
の
者
に
見
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
続
）
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